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被
爆
七
十
二
年
目
の
八
月
六
日

（
日
）、
広
島
市
の
平
和
記
念
公
園
で
、

市
主
催
の
平
和
記
念
式
典
（
広
島
市
原

爆
死
没
者
慰
霊
式
並
び
に
平
和
祈
念

式
）
が
行
わ
れ
、
被
爆
者
や
遺
族
な
ど

約
五
万
人
が
参
列
し
て
犠
牲
者
の
冥
福

と
恒
久
平
和
を
祈
り
ま
し
た
。

　

式
典
は
午
前
八
時
に
始
ま
り
、
最
初

に
松ま

つ

井い

一か
ず

實み

広
島
市
長
と
遺
族
代
表
二

人
が
、
こ
の
一
年
間
に
亡
く
な
ら
れ
た

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
五
千
五
百
三
十

人
の
氏
名
が
記
帳
さ
れ
た
三
冊
の
原

爆
死
没
者
名
簿
を
、
原
爆
死
没
者
慰

霊
碑
の
中
の
奉ほ

う
あ
ん
ば
こ

安
箱
に
奉
納
し
ま
し

た
。
こ
れ
で
名
簿
登
録
者
総
数
は

三
十
万
八
千
七
百
二
十
五
人
、
名
簿
総

数
は
百
十
三
冊
と
な
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
広
島
市
議
会
議
長
の
式
辞
、

各
代
表
に
よ
る
献
花
の
後
、
原
爆
が
投

下
さ
れ
た
八
時
十
五
分
に
、
遺
族
代
表

と
こ
ど
も
代
表
が
平
和
の
鐘
を
つ
き
、

参
列
者
全
員
が
一
分
間
の
黙も

く
と
う祷
を
捧さ
さ

げ

ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
松
井
市
長
が
平
和
宣
言
を

行
い
ま
し
た
。
市
長
は
、
核
兵
器
の
使

用
は
人
類
と
し
て
決
し
て
許
さ
れ
な
い

行
為
で
あ
り
、
そ
の
保
有
は
人
類
全
体

に
危
険
を
及
ぼ
す
た
め
の
巨
額
な
費
用

投
入
に
す
ぎ
な
い
と
述
べ
、
世
界
中
の

出
来
る
だ
け
多
く
の
人
々
に
平
和
記
念

公
園
を
訪
れ
、
き
の
こ
雲
の
下
で
何
が

起
こ
っ
た
か
を
知
り
、
被
爆
者
の
核
兵

器
廃
絶
へ
の
願
い
を
受
け
止
め
た
上
で
、

世
界
中
に
「
共
感
」
の
輪
を
広
げ
て
い

た
だ
き
た
い
と
訴
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
政
府
に
は
、
今
年
七
月

に
国
連
で
採
択
さ
れ
た
核
兵
器
禁
止
条

約
の
締
結
促
進
を
目
指
し
て
核
保
有
国

と
非
核
保
有
国
と
の
橋
渡
し
に
本
気

で
取
り
組
む
こ
と
や
、
平
均
年
齢
が

八
十
一
歳
を
超
え
た
被
爆
者
を
は
じ
め
、

放
射
線
の
影
響
に
よ
り
心
身
に
苦
し
み

を
抱
え
る
多
く
の
人
々
へ
の
支
援
策
の

一
層
の
充
実
と
、「
黒
い
雨
降
雨
地
域
」

の
拡
大
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

　

平
和
宣
言
の
後
、
こ
ど
も
代
表
の

竹た
け
ま
す舛
直な
お
な
り柔
君
と
福ふ
く
な
が永
希の
ぞ

実み

さ
ん
が
、
被

爆
に
よ
り
心
身
に
深
い
傷
を
負
い
な
が

ら
も
、
復
興
を
あ
き
ら
め
る
こ
と
な
く
、

必
死
で
生
き
て
き
た
人
々
に
思
い
を
馳は

せ
る
「
平
和
へ
の
誓
い
」
を
読
み
上
げ

ま
し
た
。

　

こ
の
後
「
あ
い
さ
つ
」
の
中
で
、

安あ

べ倍
晋し
ん
ぞ
う三
内
閣
総
理
大
臣
は
、真
に「
核

兵
器
の
な
い
世
界
」
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
核
兵
器
国
と
非
核
兵
器
国
双
方

の
参
画
が
必
要
で
あ
り
、
日
本
政
府
と

し
て
、
双
方
に
働
き
か
け
を
行
う
と
述

べ
、
世
代
や
国
境
を
越
え
て
被
爆
体

験
を
継
承
し
て
い
く
取
組
を
推
し
進
め
、

核
兵
器
不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
発
効

五
十
周
年
と
な
る
二
〇
二
〇
年
の
Ｎ
Ｐ

Ｔ
運
用
検
討
会
議
が
意
義
あ
る
も
の
と

な
る
よ
う
、
積
極
的
に
貢
献
し
て
い
く

考
え
を
示
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
式
典
で
は
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・

グ
テ
ー
レ
ス
国
連
事
務
総
長
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
、
中な

か
み
つ満

泉
い
ず
み

国
連
事
務
次
長

兼
軍
縮
担
当
上
級
代
表
が
、
初
め
て
日

本
語
で
代
読
し
ま
し
た
。
事
務
総
長
は
、

核
兵
器
禁
止
条
約
の
採
択
へ
と
繋つ

な

が
っ

た
、
核
兵
器
廃
絶
を
目
指
す
世
界
的
な

運
動
に
お
い
て
、
広
島
の
平
和
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
被
爆
者
の
方
々
の
英
雄

的
な
努
力
は
、
核
兵
器
の
使
用
が
も
た

ら
す
壊
滅
的
な
影
響
を
世
界
に
強
く
印

象
付
け
、
貴
重
な
貢
献
を
し
て
き
た
と

高
く
評
価
し
ま
し
た
。
ま
た
、
核
兵
器

を
保
有
す
る
国
々
は
、
核
軍
縮
に
向
け

て
具
体
的
な
ス
テ
ッ
プ
を
踏
む
特
別
な

責
任
を
有
す
る
と
述
べ
、
全
て
の
国
々

に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
や
り
方
で
よ
り

一
層
の
努
力
を
尽
く
す
よ
う
訴
え
ま
し

た
。

　

式
典
に
は
三
十
六
都
道
府
県
の
遺
族

代
表
の
他
、
核
兵
器
国
の
ア
メ
リ
カ
、

イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ロ
シ
ア
を
含

む
八
十
か
国
と
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
の

大
使
や
代
表
が
参
列
し
ま
し
た
。

　

式
典
の
様
子
（
動
画
）、「
平
和
宣

言
」、「
平
和
へ
の
誓
い
」
は
、
広
島

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://www.city.

hiroshim
a.lg.jp/

）
か
ら
閲
覧
で
き
ま

す
。

�
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被
爆
七
十
二
周
年
平
和
記
念
式
典

今
年
七
月
、国
連
で
は
、核
兵
器
禁
止
条
約
が
採
択
さ
れ
、核
兵
器
廃
絶
に
向
か
う
明
確
な
決
意
が
示
さ
れ
ま
し
た
。平和宣言を行う松井市長
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平
和
首
長
会
議
は
、
八
月
七
日

（
月
）
か
ら
八
月
十
日
（
木
）
ま
で

の
日
程
で
、
四
年
に
一
度
の
総
会
を

長
崎
市
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
九
回
と
な
る
今
回
は
、「『
核
兵

器
の
な
い
世
界
』
の
実
現
を
目
指
し

て
～
二
〇
二
〇
年
に
向
け
て
、
今
、

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
～
」
を
基
調

テ
ー
マ
に
、
三
十
五
か
国
百
五
十
七

の
都
市
、
政
府
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
か
ら

三
百
十
四
人
が
参
加
し
、
二
〇
二
〇

年
ま
で
の
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
た
具

体
的
な
取
組
を
中
心
に
議
論
し
ま
し

た
。

開
会
式

　

台
風
の
影
響
に
よ
り
参
加
で
き
な

か
っ
た
松ま
つ

井い

一か
ず

實み

広
島
市
長
（
平
和

首
長
会
議
会
長
）
に
代
わ
り
、
小こ

溝み
ぞ

泰や
す

義よ
し

本
財
団
理
事
長
（
平
和
首
長
会

議
事
務
総
長
）
が
、
主
催
者
を
代
表

し
て
会
長
挨
拶
を
代
読
し
ま
し
た
。

松
井
市
長
は
、
七
月
に
国
連
で
採
択

さ
れ
た
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
に
法

的
実
効
性
を
持
た
せ
る
た
め
、
条
約

採
択
に
参
加
し
な
か
っ
た
核
保
有
国

と
そ
の
傘
の
下
の
国
々
の
早
期
締
結

に
向
け
て
、
市
民
社
会
の
声
を
結
集

し
て
い
こ
う
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
来
賓
代
表
と
し
て
中な
か
む
ら村

法ほ
う

道ど
う

長
崎
県
知
事
が
挨
拶
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
他
、
総
会
に
出
席
で
き
な

か
っ
た
海
外
の
加
盟
都
市
首
長
や
核

兵
器
禁
止
条
約
の
交
渉
会
議
で
議
長

を
務
め
た
コ
ス
タ
リ
カ
の
ホ
ワ
イ
ト

大
使
か
ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

基
調
講
演

　

中な
か
み
つ満

泉
い
ず
み

国
連
事
務
次
長
兼
軍
縮

担
当
上
級
代
表
が
「
二
十
一
世
紀
軍

縮
の
課
題
」
と
題
し
て
基
調
講
演
さ

れ
ま
し
た
。
中
満
氏
は
、
今
後
の
軍

縮
に
お
い
て
、
安
全
保
障
、
人
道
的

見
地
、
開
発
と
環
境
を
考
慮
す
る
こ

と
が
必
須
不
可
欠
で
あ
る
と
述
べ
、

テ
ロ
リ
ス
ト
等
の
不
法
か
つ
不
安
定

な
活
動
、
違
法
な
取
引
き
に
よ
る
兵

器
の
流
出
、
化
学
兵
器
な
ど
の
違
法

な
使
用
を
終
わ
ら
せ
る
た
め
に
、
ま

ず
規
範
を
築
き
上
げ
、
国
際
的
な
連

「
核
兵
器
禁
止
条
約
」

が
採
択
さ
れ
ま
し
た
！

　

国
際
社
会
に
お
け
る
核
兵
器
の

非
人
道
性
に
対
す
る
認
識
の
広
が

り
や
核
軍
縮
の
停
滞
な
ど
を
背
景

に
、
本
年
七
月
七
日
、「
核
兵
器
禁

止
条
約
」
が
国
連
加
盟
国
の
六
割

を
超
え
る
百
二
十
二
か
国
の
賛
成

に
よ
り
採
択
さ
れ
、
多
く
の
国
が

核
兵
器
廃
絶
に
向
け
て
明
確
な
決

意
を
表
明
し
ま
し
た
。
十
月
に
は
、

条
約
採
択
へ
の
貢
献
な
ど
を
理

由
に
「
核
兵
器
廃
絶
国
際
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」（
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
）
が
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
世

界
的
に
条
約
に
対
す
る
関
心
と
期

待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

本
号
で
は
、
条
約
の
主
な
特
徴

や
今
後
の
流
れ
等
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

一　
条
約
の
主
な
特
徴

（
一）被
爆
者（
ヒ
バ
ク
シ
ャ
）に
言

及（
前
文
）

　

条
約
は
、
被
爆
者
（
ヒ
バ
ク

シ
ャ
）
の
苦
し
み
と
被
害
に
触
れ
、

人
道
の
諸
原
則
の
推
進
の
た
め
に
、

核
兵
器
廃
絶
に
向
け
て
被
爆
者
な

ど
が
行
っ
て
き
た
努
力
に
も
言
及

し
て
い
ま
す
。

（
二
）核
兵
器
の
開
発
、
実
験
、
使

用
、使
用
の
威
嚇
な
ど
を
禁
止（
第

一条
）

　

条
約
は
、
核
兵
器
の
開
発
、
実

験
、
製
造
、
取
得
、
保
有
、

貯
蔵
、
移
譲
、
使
用
、
使

用
の
威
嚇
な
ど
の
活
動
を
、

い
か
な
る
場
合
に
も
禁
止

し
て
い
ま
す
。

（
三
）核
保
有
国
の
加
盟
に

つ
い
て
も
規
定（
第
四
条
）

　

条
約
は
、
定
め
ら
れ
た

期
限
ま
で
に
国
際
機
関
の

検
証
を
受
け
て
核
兵
器
を

廃
棄
す
る
義
務
を
果
た
す

こ
と
を
前
提
に
、
核
保
有

国
も
条
約
に
加
盟
で
き
る

と
規
定
し
て
い
ま
す
。

（
四
）条
約
の
運
用
な
ど
に

つ
い
て
話
し
合
う
会
議
を

開
催（
第
八
条
）

　

条
約
は
、
そ
の
運
用
な
ど
に
つ

い
て
話
し
合
う
締
約
国
会
議
や
再

検
討
会
議
の
開
催
に
つ
い
て
定

め
て
お
り
、
い
ず
れ
の
会
議
に
も
、

条
約
に
加
盟
し
て
い
な
い
国
や
Ｎ

Ｇ
Ｏ
な
ど
を
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し

て
招
請
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

二　
今
後
の
流
れ

　

本
年
九
月
二
十
日
か
ら
各
国
に

よ
る
署
名
が
開
始
さ
れ
て
お
り
、

五
十
番
目
の
国
が
批
准
し
た
九
十

日
後
に
条
約
が
発
効
す
る
見
込
み

で
す
。

　

ま
た
、
条
約
の
発
効
か
ら
一
年

以
内
に
、
最
初
の
締
約
国
会
議
が

開
か
れ
る
予
定
で
す
。

三　
課
題
な
ど

　

今
後
、
核
保
有
国
や
核
の
傘
の

下
に
あ
る
国
々
を
含
む
全
て
の
国

の
締
結
を
い
か
に
促
進
す
る
か
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
和
首
長
会
議
で
は
、「
核
兵

器
禁
止
条
約
」
の
早
期
締
結
を
求

め
る
署
名
活
動
を
行
っ
て
お
り
、

今
後
も
、
加
盟
都
市
や
市
民
社
会

と
協
働
し
な
が
ら
、
全
て
の
国
に

よ
る
条
約
締
結
が
促
進
さ
れ
る
よ

う
引
き
続
き
取
組
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

�

（
平
和
連
帯
推
進
課
）

第
９
回
平
和
首
長

会
議
総
会
を
開
催

核兵器禁止条約の制定交渉会議の様子

基調講演でスピーチする中満泉国連事務次長兼軍縮担当上級代表
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携
で
対
処
す
べ
き
と
の
見
解
を
示
さ

れ
ま
し
た
。

被
爆
体
験
証
言　
　

　

長
崎
で
被
爆
さ
れ
た
松ま
つ

尾お

幸さ
ち

子こ

さ

ん
が
自
ら
の
体
験
を
振
り
返
り
、「
あ

の
体
験
は
、
誰
に
も
さ
せ
た
く
な

い
。」
と
語
り
ま
し
た
。

会
議
Ⅰ

　

こ
の
会
議
か
ら
合
流
し
た
松
井
市

長
の
進
行
に
よ
り
、
役
員
都
市
の
選

任
、
二
〇
一
七
年
か
ら
二
〇
二
〇
年

ま
で
の
行
動
計
画
な
ど
の
議
案
に
つ

い
て
審
議
が
な
さ
れ
、
原
案
ど
お
り

議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

行
動
計
画
に
は
、「
核
兵
器
の
な

い
世
界
の
実
現
」
と
い
う
こ
れ
ま
で

の
取
組
目
標
に
、「
安
全
で
活
力
の

あ
る
都
市
の
実
現
」
と
い
う
新
た
な

取
組
目
標
が
加
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
平
和
文
化
の
構
築
を
図
る
と
と

も
に
、
テ
ロ
、
難
民
、
環
境
破
壊
な

ど
多
様
な
課
題
に
対
す
る
地
域
毎
の

主
体
的
な
取
組
を
活
発
化
し
て
い
く

た
め
で
す
。

会
議
Ⅱ

　

鈴す
ず

木き

達た
つ

治じ

郎ろ
う

長
崎
大
学
核
兵
器
廃

絶
研
究
セ
ン
タ
ー
長
が
モ
デ
レ
ー

タ
ー
を
務
め
、「
都
市
の
役
割
」
を

テ
ー
マ
に
、
ド
イ
ツ
・
ハ
ノ
ー
バ
ー

市
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
モ
ン
テ
ン
ル
パ

市
、
フ
ラ
ン
ス
・
マ
ラ
コ
フ
市
と
グ

リ
ニ
ー
市
、
京
都
府
綾あ
や

部べ

市
か
ら
、

各
地
域
の
活
発
な
取
組
が
発
表
さ

れ
、
平
和
・
軍
縮
活
動
の
未
来
の
展

望
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

会
議
Ⅲ

　

会
議
の
冒
頭
で
、
就
任
直
後
の
河こ
う

野の

太た

郎ろ
う

外
務
大
臣
が
挨
拶
さ
れ
、
唯

一
の
戦
争
被
爆
国
と
し
て
核
保
有
国

等
と
非
核
保
有
国
と
の
橋
渡
し
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
中な
か
む
ら村
桂け

い

子こ

長
崎
大
学
核

兵
器
廃
絶
研
究
セ
ン
タ
ー
准
教
授
が

モ
デ
レ
ー
タ
ー
を
務
め
、「
若
者
の

役
割
」
を
テ
ー
マ
に
、
長
崎
、
広
島

等
の
学
生
と
加
盟
都
市
首
長
等
に
よ

る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
核
兵
器
禁
止

条
約
の
動
き
や
平
和
教
育
、
平
和
活

動
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

い
、
各
都
市
で
実
現
可
能
な
平
和
活

動
計
画
を
立
案
し
ま
し
た
。

第
七
回
国
内
加
盟
都
市
会
議
総
会

　

会
議
①
で
は
、
大
阪
府
八や

尾お

市
と

兵
庫
県
姫
路
市
が
取
組
事
例
を
発
表

し
ま
し
た
。

　

会
議
②
で
は
、
未
加
盟
自
治
体
へ

の
加
盟
要
請
活
動
を
展
開
す
る
と
と

も
に
、
日
本
政
府
に
対
し
、
核
兵
器

廃
絶
に
向
け
た
取
組
の
推
進
に
つ
い

て
、
力
を
尽
く
す
よ
う
要
請
文
を
提

出
す
る
こ
と
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
③
で
は
、
こ
の
会
議
の
総
括

文
書
が
採
択
さ
れ
、
田た

上う
え

富と
み
ひ
さ久

長
崎

市
長
（
平
和
首
長
会
議
副
会
長
）
の

挨
拶
で
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
年
度
の
第
八
回
平
和
首

長
会
議
国
内
加
盟
都
市
会
議
総
会
が

岐
阜
県
高
山
市
で
開
催
さ
れ
る
こ
と

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
Ⅳ

　

朝と
も
な
が長

万ま

左さ

男お

核
兵
器
廃
絶
地
球
市

民
長
崎
集
会
実
行
委
員
会
委
員
長
が

モ
デ
レ
ー
タ
ー
を
務
め
、「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・

市
民
団
体
・
被
爆
者
団
体
等
の
役
割
」

を
テ
ー
マ
に
、ド
イ
ツ
・
ハ
ノ
ー
バ
ー

市
、
韓
国
・
済チ
ェ
ジ
ュ州
特
別
自
治
道
及
び

一
般
財
団
法
人
長
崎
原
爆
被
災
者
協

議
会
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
を
発
表

し
、
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

会
議
Ⅴ

　

田
上
市
長
が
議
長
を
務
め
、
各
会

議
の
モ
デ
レ
ー
タ
ー
か
ら
内
容
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
松
井
市
長
が
今
回
の
総

会
の
総
括
と
し
て
、「
ナ
ガ
サ
キ
ア

ピ
ー
ル
」
及
び
「
核
兵
器
禁
止
条
約

の
早
期
発
効
を
求
め
る
特
別
決
議
」

を
読
み
上
げ
、
会
場
か
ら
の
拍
手
に

よ
り
議
決
さ
れ
た
後
、
全
て
の
議
事

は
終
了
し
ま
し
た
。

閉
会
式

　

英
国
・
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
市
の
エ

デ
ィ
・
ニ
ュ
ー
マ
ン
市
長
（
平
和
首

長
会
議
副
会
長
）
に
続
い
て
、
田
上

市
長
が
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
松
井
市
長
が
、
総
会
へ

の
参
加
、
協
力
に
対
す
る
お
礼
と
、

「
三
年
後
の
二
〇
二
〇
年
に
広
島
で

開
催
さ
れ
る
次
の
総
会
ま
で
に
、
核

兵
器
の
な
い
平
和
な
世
界
へ
確
た
る

一
歩
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
共
に
力

を
尽
く
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
決

意
を
述
べ
、総
会
は
閉
会
し
ま
し
た
。

　
「
ナ
ガ
サ
キ
ア
ピ
ー
ル
」
と
「
核

兵
器
禁
止
条
約
の
早
期
発
効
を
求

め
る
特
別
決
議
」
は
、
八
月
末
に

国
連
事
務
総
長
及
び
各
国
政
府
に

送
付
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
文

書
及
び
議
案
書
は
、
平
和
首
長
会

議
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://www.

m
ayorsforpeace.org/jp/

）
で
御
覧

頂
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

�

（
平
和
連
帯
推
進
課
）

　

本
財
団
で
は
、
長
崎
に
原
爆
が
投

下
さ
れ
た
八
月
九
日
に
、
同
じ
被
爆

地
で
あ
る
広
島
か
ら
長
崎
の
原
爆
犠

牲
者
に
哀あ
い
と
う悼

の
意
を
表
し
、
平
和
へ

の
誓
い
を
新
た
に
す
る
た
め
、「
長

崎
原
爆
犠
牲
者
慰
霊
の
会
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

平
和
記
念
資
料
館
東
館
地
下
一
階

ホ
ワ
イ
エ
で
開
催
し
た
今
年
の
慰
霊

の
会
に
は
、
被
爆
者
や
国
内
外
か
ら

の
来
館
者
な
ど
約
百
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

ま
ず
、
城し
ろ

一か
ず
ひ
ろ博
本
財
団
常
務
理
事

の
挨
拶
で
開
会
し
、
長
崎
原
爆
犠
牲

者
慰
霊
平
和
祈
念
式
典
の
テ
レ
ビ
中

継
を
視
聴
し
ま
し
た
。
原
爆
投
下
時

刻
の
午
前
十
一
時
二
分
に
は
、
全
員

で
一
分
間
の
黙
と
う
を
捧さ
さ

げ
ま
し

た
。

　

続
い
て
、
広
島
県
原
爆
被
害
者
団

体
協
議
会
の
箕み

牧ま
き

智と
し
ゆ
き之
副
理
事
長
か

ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
最
後
に
、

長
崎
の
被
爆
者
証
言
ビ
デ
オ
（
証
言

者
・
青あ
お

木き

繁し
げ
るさ
ん
）
を
視
聴
し
て
閉

会
し
ま
し
た
。

�

（
平
和
連
帯
推
進
課
）

長
崎
原
爆
犠
牲
者

慰
霊
の
会　
　
　

総会の様子
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原
爆
投
下
に
よ
り
「
七
十
五
年
間

は
草
木
も
生
え
な
い
」
と
言
わ
れ
た

広
島
で
、
亡
く
な
っ
た
一
人
一
人
の

無
念
さ
を
思
う
時
、
今
生
き
て
い
る
、

生
か
さ
れ
て
い
る
私
は
、
こ
の
体
験

を
後
世
に
伝
え
さ
せ
て
頂
く
使
命
で

は
な
い
か
と
思
い
を
深
め
ま
し
た
。

「
あ
と
で
必
ず
戻
っ
て
く
る
か
ら
」

　

一
九
四
五
年
八
月
六
日
朝
、
広
島

は
快
晴
で
し
た
。
爆
心
地
か
ら
一
・

五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
建
つ

私
の
家
は
、
木
造
二
階
建
て
。
父
親

（
三
十
六
歳
）
は
中
国
に
出
し
ゅ
っ

征せ
い

し
、
兄

（
八
歳
）
は
国
民
学
校
に
登
校
し
て

留
守
で
し
た
。
母
親
（
三
十
四
歳
）

と
祖
父
（
六
十
五
歳
）、
弟
（
四
歳
）

は
家
に
お
り
、
私
（
六
歳
）
は
離
れ

の
ト
イ
レ
で
、
飛
行
機
の
音
に
気
づ

き
、
窓
か
ら
空
を
見
上
げ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
機
体
を
発
見
で
き
ず

顔
を
引
っ
込
め
た
、
そ
の
瞬
間
、
大

き
な
爆
発
音
と
と
も
に
目
の
前
が

真
っ
暗
に
な
り
ま
し
た
。
と
同
時
に
、

ト
イ
レ
の
土つ
ち
か
べ壁
が
崩
れ
落
ち
、
気
づ

い
た
時
に
は
、
そ
の
土
に
す
っ
ぽ
り

埋
ま
っ
て
圧
迫
感
を
感
じ
、
思
わ
ず

「
お
か
あ
ち
ゃ
ん
、
助
け
て
！
」
と
叫

ん
だ
の
で
す
。
そ
の
声
を
聞
き
つ
け

た
母
は
、
私
を
引
き
あ
げ
て
く
れ
ま

し
た
。
家
は
、
す
さ
ま
じ
い
爆
風
で
、

あ
っ
と
い
う
間
に
二
階
部
分
が
吹

き
飛
ば
さ
れ
ま
し
た
が
、
奇
跡
的
に
、

母
、
祖
父
、
弟
は
柱
の
隙す
き

間ま

に
い
て

助
か
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
い
つ
ま
で
も
自
宅
に
と

ど
ま
っ
て
い
ら
れ
な
い
、
い
つ
爆
弾

が
落
ち
て
く
る
か
わ
か
ら
な
い
。
足

の
不
自
由
だ
っ
た
祖
父
は
、「
私
の

こ
と
は
い
い
か
ら
、
早
く
逃
げ
な
さ

い
」
と
母
を
せ
き
立
て
ま
し
た
。
母

は
祖
父
に
「
あ
と
で
必
ず
戻
っ
て
く

る
か
ら
」
と
い
い
残
し
、
弟
と
私
を

連
れ
て
出
た
と
た
ん
、
玄
関
は
音
を

立
て
て
崩
れ
た
の
で
す
。

　

私
た
ち
は
避
難
訓
練
の
と
お
り

郊
外
へ
逃
げ
よ
う
と
し
ま
し
た
。
通

り
に
は
、
み
ん
な
夢
遊
病
者
の
よ
う

に
歩
く
人
の
流
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

三
十
分
程
し
て
、
黒
い
雨
が
降
り
、

道
端
の
ト
マ
ト
畑
に
逃
げ
込
み
ま
し

た
。
真
っ
赤
に
熟
れ
た
ト
マ
ト
に
黒

い
し
ず
く
が
垂
れ
た
不
気
味
な
光
景

は
忘
れ
ま
せ
ん
。

我
が
子
を
背
負
う
若
い
お
母
さ
ん

　

夕
方
ま
で
歩
き
続
け
、
農
家
の
庭

で
小
休
止
。
炊
き
出
し
の
白
米
の
お

む
す
び
は
最
高
の
喜
び
で
し
た
。

　

そ
こ
に
、
一
人
の
若
い
お
母
さ
ん

が
、
す
で
に
息
絶
え
た
赤
ち
ゃ
ん
を

背
負
い
、「
こ
の
子
に
食
べ
さ
せ
て

や
っ
て
」
と
す
が
る
よ
う
に
言
う
の

で
す
が
、
誰
も
が
自
分
の
命
で
精
一

杯
で
し
た
。
そ
の
姿
は
、
私
の
脳
裏

に
強
烈
に
刻
ま
れ
ま
し
た
。

　

一
昼
夜
歩
き
続
け
、
母
の
友
人
宅

に
身
を
寄
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

翌
日
か
ら
母
は
、
祖
父
と
兄
を
探
し

に
出
ま
し
た
。
自
宅
は
全
焼
し
、
祖

父
は
灰
に
な
り
行
方
不
明
の
ま
ま
で

す
。
一
週
間
後
、
兄
が
見
つ
か
り
ま

し
た
が
、
ひ
ど
い
や
け
ど
で
、
長
い

間
苦
し
み
ま
し
た
。

原
爆
孤
児
の
夫

　

私
の
夫
は
原
爆
投
下
の
と
き
六

歳
で
、
両
親
と
離
れ
て
疎そ

開か
い

生
活
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
お
陰
で
被

爆
を
免
ま
ぬ
が
れ
た
の
で
す
が
、
市
内
に
い

た
両
親
や
弟
は
犠
牲
と
な
り
、
一
瞬

に
し
て
原
爆
孤
児
と
な
り
、
そ
の
後
、

親
戚
の
家
を
転
々
と
し
な
が
ら
生
き

て
き
ま
し
た
。
証

券
マ
ン
と
し
て
働

い
て
い
ま
し
た
が
、

少
年
時
代
に
が
ま

ん
し
て
き
た
寂
し

さ
を
穴
埋
め
す
る

か
の
よ
う
に
、
生

活
は
荒
れ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、

仏
教
の
教
え
に
触

れ
て
大
き
く
変
わ
り
、
社
会
人
と
し

て
仕
事
に
勤い
そ

し
む
と
同
時
に
、
周
囲

の
困
っ
て
い
る
人
に
手
を
差
し
の
べ

る
生
き
方
に
喜
び
を
見
い
出
し
た
の

で
す
。
し
か
し
そ
の
夫
は
、
三
十
歳

で
腎じ
ん
ぞ
う臓

病
を
患
い
、
五
十
歳
で
他
界

し
ま
し
た
。

被
爆
体
験
証
言
者
と
し
て

　

夫
や
母
の
人
生
、
二
人
が
私
に
向

け
て
く
れ
た
愛
情
、
そ
し
て
何
よ
り

平
和
を
願
っ
て
逝い

っ
た
原
爆
犠
牲
者

の
心
を
、
一
心
に
伝
え
る
時
、
耳
を

傾
け
て
く
れ
る
修
学
旅
行
生
、
涙
を

ぬ
ぐ
っ
て
感
想
を
述
べ
て
く
れ
る

外
国
人
、
聞
く
側
と
私
が
心
一
つ
に

な
っ
た
よ
う
に
感
じ
、
励
み
と
勇
気

を
頂
く
出
会
い
で
す
。

　

無
念
な
思
い
を
抱
え
な
が
ら
命
を

絶
た
れ
た
人
の
思
い
を
忘
れ
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

被爆体験記プロフィール
〔きしだ ひろこ〕

1939年（昭和14年）生まれ。

6歳の時、爆心地から北へ1.5km

の横
よこがわ

川町
ちょう

の自宅のトイレで被

爆。家族は、母、祖父、弟が自宅

で被爆。兄は国民学校2年生で、

登校し教室で被爆。父は徴
ちょう

兵
へい

さ

れ中国に従軍中だった。

2015年から被爆体験証言者とし

て活動。

平和への思いを胸に

本財団被爆体験証言者

岸田　弘子

「死んだ我が子を背負う若いお母さん」

製作者：津
つ

村
むら

果
か な

奈、岸田弘子
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ヒ
ロ
シ
マ
は
祈
り
の
都
市
で
す
。

命
の
尊
さ
と
平
和
の
大
切
さ
を
実
感

す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

核
兵
器
を
地
球
か
ら
無
く
す
こ
と

を
訴
え
続
け
て
い
き
た
い
。

　

平
和
な
世
界
の
実
現
を
祈
っ
て
‼

　

広
島
市
と
長
崎
市
は
、
被
爆
の
実

相
や
被
爆
者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
若
い

世
代
に
伝
え
る
た
め
、
学
術
的
に
整

理
・
体
系
化
し
、
学
問
と
し
て
普
遍

性
を
持
た
せ
た「
広
島
・
長
崎
講
座
」

の
開
設
・
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

本
財
団
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月

か
ら
六
月
の
間
、
次
の
米
国
の
三
大

学
が
広
島
で
実
施
し
た
平
和
学
習
に

際
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
支
援
等

を
行
い
ま
し
た
。

カ
ー
ル
ト
ン
大
学

　

四
月
十
九
日（
水
）、
学
生
十
五
人

と
教
員
一
人
が
、
同
大
学
二
回
目
の

平
和
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
平
和
記

念
公
園
や
平
和
記
念
資
料
館
、
原
爆

死
没
者
追
悼
平
和
祈
念
館
の
見
学
、

被
爆
体
験
証
言
の
聴
講
を
通
し
、
被

爆
の
実
相
や
平
和
に
つ
い
て
考
え
る

有
意
義
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
ポ
リ
ス
大
学

　

五
月
十
一
日
（
木
）
か
ら
五
月

十
三
日
（
土
）
ま
で
、
学
生
十
人
と

教
員
三
人
が
、
同
大
学
六
回
目
の
平

和
学
習
を
実
施
し
ま
し
た
。
平
和
記

念
資
料
館
見
学
、
国
連
訓
練
調
査
研

究
所
（
ユ
ニ
タ
ー
ル
）�

広
島
事
務
所

訪
問
、
被
爆
体
験
証
言
の
聴
講
、
鶴つ
る

田だ

マ
リ
広
島
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
外
語
学
院
名

誉
学
院
長
の
講
義
、
原
爆
死
没
者
追

悼
平
和
祈
念
館
の
見
学
な
ど
を
通
し

て
、
被
爆
の
実
相
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。

セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
州
立

大
学

　

六
月
三
日（
土
）、
学
生
十
一
人
と

教
員
二
人
が
、
同
大
学
十
一
回
目
の

平
和
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
平
和
記

念
公
園
や
平
和
記
念
資
料
館
、
原
爆

死
没
者
追
悼
平
和
祈
念
館
の
見
学
、

被
爆
体
験
証
言
の
聴
講
な
ど
を
通
し
、

被
爆
の
実
相
を
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
引
率
の
友と
も

田だ

静し
ず

子こ

教
授
の

お
母
様
の
遺
影
が
祈
念
館
に
登
録
さ

れ
て
お
り
、
一
行
は
そ
の
見
学
を
通

し
て
、
被
爆
と
そ
の
記
憶
の
継
承
に

つ
い
て
よ
り
身
近
に
感
じ
た
よ
う
で

し
た
。

　

そ
の
他
、
広
島
市
立
大
学
及
び
広

島
経
済
大
学
の
学
生
と
、
広
島
の
夏

の
訪
れ
を
告
げ
る
祭「
と
う
か
さ
ん
」

を
楽
し
み
、
交
流
を
図
る
良
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

�

（
平
和
連
帯
推
進
課
）

　

本
財
団
で
は
、
市
民
が
「
平
和
の

原
点
」と
し
て
の「
ヒ
ロ
シ
マ
」を
見

つ
め
直
し
、
原
爆
や
平
和
に
つ
い
て

考
え
、
行
動
し
て
い
く
機
会
を
提
供

す
る
「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ピ
ー
ス
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
を
、
広
島
市
と
共
催
で
開
催

し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
広
島
市
立

大
学
の
講
座「
広
島
か
ら
の
平
和
学
」

と
連
携
し
て
、
五
月
か
ら
七
月
ま
で

の
間
に
全
六
回
開
催
し
、
同
大
学
の

学
生
を
含
む
十
代
か
ら
七
十
代
以
上

の
七
十
人
が
受
講
し
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
被
爆
体
験
証

言
の
聴
講
や
、
広
島
港
周
辺
の
戦
争

に
関
す
る
史
跡
巡
り
と
い
っ
た
講
義

を
通
し
、
原
爆
や
平
和
に
つ
い
て
考

え
る
と
と
も
に
、
グ
ル
ー
プ
討
議
に

よ
り
、
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　

受
講
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

「
年
代
の
異
な
る
人
々
と
の
グ
ル
ー

プ
討
議
は
と
て
も
刺
激
的
だ
っ
た
」、

「
原
爆
被
害
や
平
和
に
関
し
て
様
々

な
話
を
聞
い
て
価
値
観
が
広
が
っ

た
」等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

�

（
平
和
連
帯
推
進
課
）

ヒ
ロ
シ
マ
・
ピ
ー
ス

フ
ォ
ー
ラ
ム

「
広
島・
長
崎
講
座
」

開
設
大
学
へ
の
支
援

被爆体験証言者の小
お

倉
ぐら

桂
けい

子
こ

さんと一緒に鶴田マリ名誉学院長と一緒に

平和記念資料館の前で

講義の様子
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本
財
団
で
は
、
六
月
三
日
か
ら
一

泊
二
日
の
日
程
で
、
小
・
中
学
生
向

け
の
平
和
キ
ャ
ン
プ
を
、
広
島
市
三み

滝た
き

少
年
自
然
の
家
と
広
島
市
似に

の
し
ま島

臨

海
少
年
自
然
の
家
と
の
共
催
で
実
施

し
ま
し
た
。

　

通
算
二
十
四
回
目
と
な
る
今
年
の

キ
ャ
ン
プ
に
は
、
四
年
生
以
上
の

小
学
生
二
十
三
人
、
中
学
生
五
人
、

十
八
歳
以
上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
六
人

の
計
三
十
四
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
、
被
爆
体
験
伝
承
講
話

を
聴
い
た
り
、
被
爆
後
の
復
旧
の
様

子
を
紹
介
し
た
ア
ニ
メ
を
鑑
賞
す
る

な
ど
し
て
、
被
爆
の
実
相
に
つ
い
て

学
習
し
、
続
い
て
、
原
爆
ド
ー
ム
前

か
ら
広
島
港
ま
で
被
爆
電
車
に
乗

り
、
車
内
で
沿
線
の
被
爆
建
物
な
ど

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
似
島

へ
移
動
し
ま
し
た
。

　

似
島
で
は
、
か
つ
て
戦
争
と
原
爆

に
翻ほ

ん

弄ろ
う

さ
れ
た
似
島
の
歴
史
を
詳
し

く
学
び
、
遺
構
を
見
学
し
ま
し
た
。

夜
に
は
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
や

星
空
観
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
似
島
と
バ
ウ
ム
ク
ー

ヘ
ン
の
関
わ
り
を
学
び
、
実
際
に
皆

で
協
力
し
て
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
を
作

り
、
お
い
し
く
食
べ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
似
島
の
慰
霊
碑
を
参
拝

し
、
班
ご
と
に
二
日
間
の
学
習
の
振

り
返
り
を
行
い
ま
し
た
。
振
り
返
り

の
中
で
は
「
核
兵
器
は
な
く
な
っ
て

ほ
し
い
」、「
戦
争
は
し
な
い
ほ
う
が

よ
い
と
思
っ
た
」
と
い
っ
た
声
が
出

る
な
ど
、
次
世
代
を
担
う
小
・
中
学

生
が
、
楽
し
く
時
間
を
過
ご
し
な
が

ら
、
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
有
意
義

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

�

（
平
和
記
念
資
料
館　

啓
発
課
）

　

平
和
記
念
資
料
館
で
は
、
原
爆
被

害
の
実
相
を
伝
え
、
核
兵
器
廃
絶
に

向
け
た
国
内
世
論
を
醸
成
す
る
た

め
、
平
成
八
年
度
か
ら
国
内
各
地
の

都
市
で
原
爆
展
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

本
年
度
は
初
め
て
沖
縄
県
内
で
開

催
し
、
糸い

と
ま
ん満

市
、
沖
縄
市
、
石
垣
市

の
三
都
市
合
わ
せ
て
、
二
万
五
千
人

以
上
の
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

各
展
示
会
場
で
は
、
被
爆
資
料
の

ほ
か
、
被
爆
の
実
相
や
核
兵
器
の
現

状
を
伝
え
る
写
真
パ
ネ
ル
、
市
民
が

描
い
た
原
爆
の
絵
の
展
示
等
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
糸
満
市
で
は
瀬せ

越ご
し

睦む
つ
ひ
こ彦

さ
ん
が
、
沖
縄
市
で
は
笠か

さ
お
か岡

貞さ
だ

江え

さ
ん
が
、
石
垣
市
で
は
植う

え

田だ

䂓の
り

子こ

さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
被
爆
体
験
講
話

を
行
い
ま
し
た
。聴
講
さ
れ
た
方
は
、

被
爆
体
験
証
言
者
の
一
言
一
言
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

来
場
者
か
ら
は
、「
原
爆
の
こ
と

は
遠
い
感
じ
が
、ど
う
し
て
も
す
る
。

こ
の
よ
う
な
企
画
展
が
あ
る
と
、
よ

り
身
近
に
感
じ
、
現
在
世
界
の
国
々

の
非
核
化
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
る

こ
と
を
、
よ
り
関
心
を
持
っ
て
見
て

い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
よ
う

に
な
っ
た
」、「
戦
争
を
起
こ
さ
な
い

こ
と
を
世
界
や
後
世
に
伝
え
て
い

く
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

実
施
の
概
要

【
糸
満
市
】

期
間�　

七
月
一
日
（
土
）
～
八
月

十
二
日
（
土
）（
四
十
三
日
間
）

場
所�　

沖
縄
県
平
和
祈
念
資
料
館
企

画
展
示
室

来
場
者
数　

一
万
千
五
百
二
十
七
人

【
沖
縄
市
】

期
間�　

八
月
十
六
日
（
水
）
～
八
月

二
十
七
日
（
日
）（
十
二
日
間
）

場
所��　

沖
縄
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル

来
場
者
数　

約
一
万
二
千
人

【
石
垣
市
】

期
間�　

九
月
三
日
（
日
）
～
九
月

十
五
日
（
金
）（
十
三
日
間
）

場
所　

石
垣
市
民
会
館
展
示
ホ
ー
ル

来
場
者
数　

千
七
百
九
十
二
人

�

（
平
和
記
念
資
料
館　

啓
発
課
）

こ
ど
も
平
和
キ
ャ
ン
プ

～
楽
し
み
な
が
ら
平
和
を
考
え
る
～

沖
縄
県
内
三
都
市
で

原
爆
展
を
開
催
し
ま
し
た

似島の歴史を学んでいる様子

展示会来場者の様子（石垣市）

 「焼け跡からやっと見つけた孫娘
を連れ帰るお婆さん―その女の子
の膝から下は骨になっていた―」

製作者：野
の

村
むら

かなめ（基町高等

学校3年生）、浅
あさ

野
の

温
よし

生
お

 「くちびるの潰れた友達」

製作者：奥
おく

野
の

天
てん

葵
き

（基町高等学

校2年生）、浅野温生

 「炎から逃れ水を求めて雁
がん

木
ぎ

に集まってきた人々」

製作者：松
まつ

田
だ

優
ゆう

奈
な

（基町高等学

校3年生）、大
おお

田
た

金
かね

次
じ

（本財団被

爆体験証言者）

 「御幸橋より　波に漂う屍
しかばね

」

製作者：石
いし

田
だ

菜
な な こ

々子（基町高等

学校3年生）、河
こう

野
の

キ
き よ み

ヨ美（本財団

被爆体験証言者）
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本
財
団
は
、
広
島
市
立
基も

と

町ま
ち

高
等

学
校
普
通
科
創
造
表
現
コ
ー
ス
の
協

力
を
得
て
、
平
成
十
九
年
度
か
ら
、

本
財
団
被
爆
体
験
証
言
者
と
同
校
生

徒
が
共
同
し
、
証
言
者
の
記
憶
に
残

る
被
爆
時
の
光
景
を
描
き
、
当
時
の

状
況
を
伝
え
る
「
原
爆
の
絵
」
の
制

作
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

八
人
の
証
言
者
と
十
八
人
の
生
徒

が
平
成
二
十
八
年
度
か
ら
制
作
を
進

め
、
こ
の
た
び
、
十
八
点
の
絵
画
が

完
成
し
ま
し
た
。

　

七
月
四
日
（
火
）
に
、
基
町
高
等

学
校
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
行
わ
れ
た

完
成
披
露
会
に
は
、
七
人
の
証
言
者

と
、
絵
を
制
作
し
た
生
徒
を
始
め
と

す
る
創
造
表
現
コ
ー
ス
生
徒
の
ほ

か
、
本
財
団
及
び
基
町
高
等
学
校
関

係
者
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

川
に
漂
う
無
数
の
死
体
を
描
い
た

生
徒
は
、「
最
初
は
凄せ

い
さ
ん惨
な
世
界
を

絵
に
表
現
で
き
る
か
不
安
だ
っ
た
。

水
の
色
を
忠
実
に
再
現
す
る
た
め
何

度
も
描
き
直
し
た
。
制
作
を
通
し
て

自
分
の
想
像
以
上
の
現
実
が
あ
っ
た

こ
と
を
学
ん
だ
。
今
後
も
平
和
の
た

め
に
で
き
る
こ
と
を
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
「
原
爆
の
絵
」
は
、
被

爆
体
験
を
よ
り
深
く
理
解
し
て
も
ら

う
た
め
、
証
言
者
に
よ
る
被
爆
体
験

講
話
で
活
用
す
る
ほ
か
、
絵
の
貸
出

や
、
画
像
デ
ー
タ
の
提
供
な
ど
も
行

い
、
原
爆
被
害
の
実
相
を
後
世
に
継

承
す
る
た
め
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

�

（
平
和
記
念
資
料
館　

啓
発
課
）

「
原
爆
の
絵
」が
完
成

―
高
校
生
た
ち
が 　
　
　
　

　

 

被
爆
体
験
を
絵
に
描
く
―

「川で亡くなった人々を収容する兵
士」

製作者：加
か

藤
とう

詩
し

温
おん

（基町高等学校2年

生）、浅野温生

「『遺体収容所』になった二中のグラン

ドに並んでいた簀
す

巻き状態の遺体」

製作者：川
かわさき

﨑友
ゆ き

貴（基町高等学校3年

生）、浅野温生

「払っても寄ってくるハエ、異様な臭
いに群がるウジ」

製作者：今
いまむら

村遥
は る か

香（基町高等学校3年

生）、笠
かさおか

岡貞
さだ

江
え

（本財団被爆体験証言者）

「広島文理大学グラウンドの惨状」

製作者：和
わ だ

田はるな（基町高等学校2

年生）、新宅勝文

「小学校の体育館でうじ虫を取って
もらっている」

製作者：島
しま

田
だ

菜
な な か

々花（基町高等学校2年

生）、松
まつもと

本都
と み こ

美子（本財団被爆体験証言者）

「力尽きた人々」

製作者：杉
すぎ

江
え

湧
ゆ め

愛（基町高等学校3年

生）、朴
パク

南
ナムジュ

珠（本財団被爆体験証言者）

「市内電車の中で吊
つりかわ

革を持ったまま
焼けて、骨になった人」

製作者：岡
おか

田
だ

萌
も も

々（基町高等学校2年

生）、新宅勝文

「爆風で亡くなった女性」

製作者：河
かわさき

﨑海
かい

斗
と

（基町高等学校2年

生）、新
しんたく

宅勝
かつふみ

文（本財団被爆体験証言者）

「『友達を助けてくれ！』『火が廻
まわ

って
来たぞ、逃げろ！』」

製作者：宮
みやもと

本陽
ひ な

菜（基町高等学校2年

生）、兒
こ

玉
だま

光
みつ

雄
お

（本財団被爆体験証言者）

「潮の引いた河原の惨状」

製作者：黒
くろかわ

川奈
な つ

夏（基町高等学校3年

生）、大
おお

田
た

金
かね

次
じ

「日赤病院前の無傷の死体」

製作者：前
まえ

田
だ

葉
は

月
づき

（基町高等学校2年

生）、浅野温生

「焼けた電車内、逃げる間もなく死
んでいった二人の亡骸」

製作者：桐
きり

林
ばやし

勲
いさお

（基町高等学校2年生）、

浅野温生

「家族を火葬する人たち」

製作者：亀
かめたか

髙菜
な な

那（基町高等学校2年

生）、浅野温生

「防火用水の中で立ったまま焼かれ
た被爆者たち」

製作者：三
み

坂
さか

日
ひ な こ

奈子（基町高等学校2年

生）、浅
あさ

野
の

温
よし

生
お

（本財団被爆体験証言者）
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原
爆
死
没
者
追
悼
平
和
祈
念
館
で

は
、
被
爆
体
験
記
や
原
爆
詩
を
読
み

語
り
、
被
爆
者
の
記
憶
や
思
い
を
次

の
世
代
へ
継
承
す
る
こ
と
を
目
的

に
、「
被
爆
体
験
記
朗
読
会
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

朗
読
会
は
、
体
験
記
や
原
爆
詩
を

朗
読
す
る
「
被
爆
体
験
記
朗
読
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
の
協
力
で
開
催
し
て
お

り
、
こ
の
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は

本
年
三
月
末
現
在
で
七
十
七
人
の
方

に
登
録
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し

た
。

　

平
成
十
七
年
春
か
ら
開
始
し
た
こ

の
朗
読
会
は
、
今
年
で
十
二
年
が
経

過
し
、
各
方
面
か
ら
高
い
評
価
を
得

て
、
開
催
申
込
み
数
が
年
々
増
加
し

て
お
り
、
本
年
五
月
、
被
爆
体
験
記

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
追
加
募
集
し

ま
し
た
。

　

多
数
の
応
募
者
か
ら
面
接
及
び
朗

読
実
技
審
査
会
を
経
て
、
七
月
、
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
や
劇
団
員
の
経
験
者
等

十
四
人
の
方
を
選
考
し
て
追
加
登
録

し
、
ま
た
、
地
元
テ
レ
ビ
局
の
推
薦

で
二
人
の
現
役
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
も

登
録
し
て
い
た
だ
き
、
現
在
、
総
勢

九
十
三
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
規
加
入
の
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
は
原
爆
被
害
の
実
態
等
を
学
ぶ
研

修
会
や
朗
読
練
習
会
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
十
月
か
ら
朗
読
者
と
し
て

活
動
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

被
爆
体
験
記
朗
読
会
は
、
修
学
旅

行
や
平
和
学
習
で
平
和
記
念
公
園
を

訪
れ
る
小
・
中
学
生
、
高
校
生
を
対

象
に
開
催
す
る
だ
け
で
な
く
、
広
島

市
内
及
び
近
郊
の
学
校
や
公
民
館
な

ど
に
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
海
外
か
ら
の
来

館
者
を
対
象
に
英
語
朗
読
会
も
開
催

し
、
毎
月
、
だ
れ
で
も
自
由
に
参
加

で
き
る
定
期
朗
読
会
も
開
催
し
て
い

ま
す
の
で
、
多
数
の
皆
様
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

国
立
広
島
原
爆
死
没
者
追
悼
平
和
祈

念
館
ま
で

☎
（
０
８
２
）
５
４
３
・
６
２
７
１

　

平
和
記
念
資
料
館
で
は
、
原
爆
被

害
の
実
相
を
英
語
で
正
し
く
伝
え
る

た
め
の
知
識
と
表
現
を
学
ぶ
「
英
語

で
伝
え
よ
う
ヒ
ロ
シ
マ
セ
ミ
ナ
ー
」

を
平
成
十
八
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
は
七
月
九
日
（
日
）
に

ベ
ー
シ
ッ
ク
編
、七
月
十
六
日
（
日
）

に
ア
ド
バ
ン
ス
編
を
そ
れ
ぞ
れ
実
施

し
、
十
代
か
ら
七
十
代
ま
で
幅
広
い

世
代
の
三
百
五
十
七
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

ベ
ー
シ
ッ
ク
編
で
は
、
資
料
館
職

員
が
英
語
で
原
爆
被
害
の
概
要
に
つ

い
て
説
明
し
た
後
、
米
国
出
身
の
ク

レ
ィ
グ
・
ネ
ヴ
ィ
ッ
ト
さ
ん
が
、
平

和
の
象
徴
や
平
和
記
念
公
園
の
碑
な

ど
に
つ
い
て
英
語
で
説
明
す
る
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
老
若
男
女
を

問
わ
ず
、
参
加
者
が
活
発
に
意
見
交

換
を
行
い
、
積
極
的
に
発
表
す
る
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。参
加
者
か
ら
は
、

「
簡
単
な
単
語
を
用
い
て
の
説
明
方

法
が
よ
く
分
か
っ
た
」「
い
ろ
ん
な

意
見
が
聞
け
て
よ
か
っ
た
」「
今
後
、

熱
心
に
取
り
組
も
う
と
思
っ
た
」
な

ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ア
ド
バ
ン
ス
編
で
は
、
ま
ず
ネ

ヴ
ィ
ッ
ト
さ
ん
が
英
語
で
原
爆
被
害

の
概
要
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
被
爆
者
の
梶か
じ
も
と本
淑よ

し

子こ

さ
ん

が
自
身
の
被
爆
体
験
を
日
本
語
で
話

し
、
ひ
ろ
し
ま
通
訳
・
ガ
イ
ド
協
会

の
福ふ
く

井い

ま
り
さ
ん
が
、
英
語
で
逐
次

通
訳
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

は
、「
原
爆
の
悲
惨
さ
と
英
語
で
の

伝
え
方
が
よ
く
分
か
っ
た
」「
日
英

両
方
で
証
言
が
聞
け
て
よ
か
っ
た
」

な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

資
料
館
で
は
、
来
年
一
月
に
二
回

被
爆
体
験
記
朗
読

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

新

規

加

入

英
語
で
伝
え
よ
う

ヒ
ロ
シ
マ
セ
ミ

ナ
ー
の
実
施

被
爆
し
た
地
面
を

展
示
し
て
い
ま
す

　

丹た
ん

下げ

健け
ん
ぞ
う三

氏
設
計
の
広
島
平
和

記
念
資
料
館
本
館
は
、
戦
後
建
築

と
し
て
初
め
て
国
の
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
建

物
を
地
震
か
ら
守
る
た
め
、
現
在
、

耐
震
改
修
等
工
事
を
進
め
て
い
ま

す
。
工
事
に
先
立
ち
、
埋
蔵
文
化

財
保
護
の
た
め
、
平
成
二
十
七
年

十
一
月
か
ら
平
成
二
十
九
年
三
月

に
か
け
て
（
公
財
）
広
島
市
文
化

財
団
に
よ
っ
て
本
館
下
の
発
掘
調

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
過
程

で
、
広
島
市
は
被
爆
面
の
一
部
を

切
り
と
り
、
処
理
を
し
て
保
存
・

活
用
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

切
り
と
っ
た
被
爆
面
は
平
成

三
十
年
三
月
（
予
定
）
ま
で
平
和

記
念
資
料
館
東
館
一
階
無
料
ス

ペ
ー
ス
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

�

（
平
和
記
念
資
料
館　

学
芸
課
）

被爆体験記朗読会の様子

ベーシック編の様子

展示ケース内の黒い塊が被爆面です。
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目
の
同
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

�
（
平
和
記
念
資
料
館　

啓
発
課
）

　

広
島
平
和
記
念
資
料
館
で
は
、

本
年
四
月
二
十
六
日
に
東
館
が
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

現
在
は
、
本
館
展
示
の
更
新
を
進
め

て
い
ま
す
。
東
館
と
同
様
に
、
原
爆

被
害
、
核
や
平
和
問
題
な
ど
の
有
識

者
で
構
成
す
る
展
示
検
討
会
議
の
委

員
か
ら
展
示
構
成
、
展
示
手
法
、
展

示
資
料
の
収
集
・
選
定
な
ど
に
つ
い

て
指
導
・
助
言
を
受
け
な
が
ら
、
展

示
内
容
の
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

七
月
二
十
六
日
に
第
二
十
一
回
展

示
検
討
会
議
を
開
催
し
、
本
館
展
示

に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。
本
館
で

は
、
学
生
服
や
弁
当
箱
な
ど
の
遺
品

や
、
火
傷
を
負
っ
た
人
々
の
写
真
、

被
爆
者
が
描
い
た
原
爆
の
絵
な
ど
を

展
示
し
、
人
間
（
被
爆
者
）
の
視
点

か
ら
原
爆
の
悲
惨
さ
を
伝
え
ま
す
。

展
示
は
【
八
月
六
日
の
ヒ
ロ
シ
マ
】、

【
被
爆
者
】
の
二
つ
の
ゾ
ー
ン
で
構

成
し
、
さ
ら
に
【
八
月
六
日
の
ヒ
ロ

シ
マ
】は〈
八
月
六
日
の
惨
状
〉と〈
放

射
線
に
よ
る
被
害
〉、【
被
爆
者
】
は

〈
魂
の
叫
び
〉
と
〈
生
き
る
〉
と
い

う
テ
ー
マ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
今

回
の
会
議
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
展
示

エ
リ
ア
に
次
の
よ
う
な
展
示
イ
メ
ー

ジ
を
示
し
、意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

【
八
月
六
日
の
ヒ
ロ
シ
マ
】

　

東
館
か
ら
渡
り
廊
下
を
渡
り
、
突

き
当
り
の
本
館
の
最
初
の
壁
面
に
、

人
の
被
害
を
伝
え
る
画
像
を
展
示
。

そ
の
後
の
通
路
部
分
に
は
、
立
ち
上

る
き
の
こ
雲
、
八
月
六
日
に
撮
影
さ

れ
た
火
傷
と
負
傷
に
あ
え
ぐ
人
々
の

写
真
が
続
き
ま
す
。

　

そ
の
通
路
を
抜
け
た
先
の
展
示
室

の
中
央
に
大
型
の
展
示
ケ
ー
ス
を
配

置
し
、建
物
疎
開
作
業
に
動
員
さ
れ
、

亡
く
な
っ
た
生
徒
た
ち
の
遺
品
を
集

合
展
示
し
ま
す
。
展
示
ケ
ー
ス
の
周

り
に
は
、
壁
面
に
沿
っ
て
、
破
壊
さ

れ
た
街
の
混こ
ん
と
ん沌

と
し
た
状
況
を
伝
え

る
た
め
、「
鉄
骨
の
梁は
り

」
や
「
レ
ン

ガ
塀
」
な
ど
都
市
の
被
害
を
物
語
る

大
型
資
料
を
展
示
し
、
床
面
に
瓦
の

溶
融
塊
を
敷
き
詰
め
る
こ
と
を
考
え

て
い
ま
す
。
当
日
の
惨
状
を
、
よ
り

間
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、
資
料

は
展
示
ケ
ー
ス
に
入
れ
る
こ
と
な
く

展
示
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
別
の
壁
面
に
は
、
火
傷
を
負
い
苦

し
む
人
た
ち
の
様
子
を
撮
影
し
た
写

真
や
、
傷
つ
き
炎
の
中
を
逃
げ
惑
う

人
た
ち
を
描
い
た
原
爆
の
絵
を
展
示

し
、
人
へ
の
被
害
を
伝
え
ま
す
。

【
被
爆
者
】

　
〈
魂
の
叫
び
〉
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

一
点
一
点
の
資
料
と
向
き
合
い
、
亡

く
な
っ
た
一
人
一
人
の
命
と
家
族
の

思
い
を
感
じ
取
っ
て
も
ら
う
た
め
、

展
示
室
中
央
に
小
型
の
展
示
ケ
ー
ス

を
複
数
台
配
置
し
、
資
料
は
一
点
ず

つ
展
示
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
遺
影
や
家
族
写
真
、
亡

く
な
っ
た
人
の
言
葉
な
ど
も
添
え

て
、
資
料
か
ら
人
の
姿
を
想
像
で
き

る
展
示
手
法
も
考
え
て
い
ま
す
。「
市

民
が
描
い
た
原
爆
の
絵
」
は
、
現
物

を
展
示
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
定

期
的
に
入
れ
替
え
る
こ
と
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
会
議
で
は
、
写
真
や
原
爆

の
絵
を
選
ぶ
際
に
は
実
証
性
を
重
視

す
る
こ
と
や
、
被
爆
者
の
気
持
ち
が

込
め
ら
れ
描
か
れ
た
原
爆
の
絵
は
、

展
示
場
所
や
展
示
手
法
を
十
分
に
検

討
す
る
こ
と
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
う
し
た
意
見
を
踏
ま
え
て

展
示
案
を
見
直
し
、
展
示
検
討
会
議

に
諮
り
な
が
ら
展
示
内
容
を
固
め
て

い
き
ま
す
。

�

（
平
和
記
念
資
料
館　

学
芸
課
）

第
二
十
一
回

展
示
検
討
会
議

の
開
催

資
料
展

「
単
行
本
未
収
録

『
は
だ
し
の
ゲ
ン
』

扉
絵
展
」　　
　

　

平
和
記
念
資
料
館
で
は
、
漫
画

「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」（
中な

か
ざ
わ沢
啓け

い

治じ

氏 

作
）の
少
年
誌
連
載
の
扉
絵
と
そ
の

原
画
の
複
製
を
展
示
す
る
資
料
展
を
、

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十一日
か
ら

十
二
月
末
頃（
予
定
）ま
で
当
館
東

館
地
下一階
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」の
前
半
部
分

は「
週
刊
少
年
ジ
ャ
ン
プ
」に
昭
和

四
十
八
年
六
月
か
ら
昭
和
四
十
九

年
九
月
ま
で
五
十
九
号
に
わ
た
っ

て
連
載
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
話

ご
と
に
内
容
を
凝
縮
し
た
扉
絵

（
連
載
用
の
表
紙
）が
描
か
れ
ま
し

た
が
、
昭
和
五
十
年
か
ら
刊
行
さ

れ
た
単
行
本
に
は
収
録
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
こ
の
う
ち
四
十
五
号
分

の
原
画
が
、
平
成
二
十
三
年
に
広

島
市
に
寄
贈
さ
れ
た
中
沢
資
料
に

含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
資
料
展
で
は
、
こ
の
扉

絵
の
精
緻
な
複
製
原
画
を
初
公

開
し
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
平
成

二
十
四
年
に
亡
く
な
ら
れ
た
中
沢

氏
の
証
言
ビ
デ
オ
も
放
映
し
て
い

ま
す
。

　

来
場
者
か
ら
は
、「『
は
だ
し
の

ゲ
ン
』
が
ジ
ャ
ン
プ
に
連
載
さ
れ

て
い
た
こ
と
を
は
じ
め
て
知
り
ま

し
た
」「
自
分
は
こ
の
頃
の
ジ
ャ

ン
プ
を
読
ん
で
い
た
の
で
懐
か
し

い
で
す
」「
ゲ
ン
は
世
代
を
超
え

て
、
読
み
継
が
れ
て
い
く
漫
画
だ

と
思
い
ま
す
」「
原
爆
の
被
害
が

二
度
と
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
中
沢
さ
ん
の
強
い
思
い
を
感
じ

ま
し
た
」
等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

�

（
平
和
記
念
資
料
館　

学
芸
課
）

「
週
刊
少
年
ジ
ャ
ン
プ
」
（
一
九
七
三
年
六

月
四
日
発
行
、第
二
十
五
号
）連
載
開
始
時

の
扉
絵
。単
行
本
未
収
録
の
た
め
、
目
に
す

る
機
会
が
極
め
て
少
な
い
画
像
で
す
。
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国
立
広
島
原
爆
死
没
者
追
悼
平
和

祈
念
館
で
は
、
厚
生
労
働
省
が
実
施

し
た
平
成
二
十
七
年
度
原
子
爆
弾
被

爆
者
実
態
調
査
に
伴
い
提
出
さ
れ
た

被
爆
体
験
記
を
受
領
し
、
整
理
し
て

い
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
被
爆
体
験

記
集
と
し
て
仮
製
本
し
、
当
館
及
び

国
立
長
崎
原
爆
死
没
者
追
悼
平
和
祈

念
館
で
七
月
二
十
八
日
か
ら
暫
定
的

に
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

原
子
爆
弾
被
爆
者
実
態
調
査
は
、

被
爆
者
の
生
活
、
健
康
等
の
現
状

を
把
握
す
る
こ
と
等
を
目
的
に
、

十
年
ご
と
に
厚
生
労
働
省
が
各
都

道
府
県
及
び
広
島
市
・
長
崎
市
に

委
託
し
て
実
施
す
る
も
の
で
、
平

成
二
十
七
年
度
は
、
十
一
月
一
日

を
調
査
基
準
日
と
し
て
、
国
内
外

五
万
六
千
二
百
二
十
九
人
を
対
象
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
国
内
調
査
は
抽
出

率
三
〇
％
で
回
収
率
は
七
三
・
二
％
、

国
外
調
査
は
全
被
爆
者
対
象
で
回
収

率
は
八
一
・
〇
％
で
し
た
。

　

調
査
票
の
ほ
か
に
、
被
爆
者
の
方

に
は
、「
被
爆
に
つ
い
て
思
う
こ
と
」

と
し
て
、
被
爆
体
験
を
通
じ
て
後
世

に
伝
え
た
い
こ
と
な
ど
、
七
十
年
間

を
振
り
返
っ
て
の
思
い

を
自
由
に
記
載
し
て
い

た
だ
き
、
提
出
さ
れ
た

一
万
千
三
百
七
十
五
件

の
用
紙
は
、
被
爆
体
験

記
と
し
て
、
広
島
・
長

崎
の
両
祈
念
館
で
保
存
・

公
開
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
仮
製
本
し

た
被
爆
体
験
記
集
は
全

六
十
一
巻
（
外
国
語
四

巻
、
索
引
一
巻
を
含
む
）

に
な
り
ま
し
た
。
被
爆

者
の
高
齢
化
が
進
む
中
、

こ
れ
だ
け
の
規
模
で
被

爆
体
験
記
が
収
集
で
き

る
機
会
は
、
今
後
は
少
な

く
な
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

原
子
爆
弾
被
爆
者
実
態
調
査
に

併
せ
た
被
爆
体
験
記
の
収
集
は
、

こ
れ
ま
で
、
平
成
七
年
度
、
平

成
十
七
年
度
に
も
行
わ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
、
八
万
千
二
百
五
件
、

一
万
千
七
百
七
十
八
件
が
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
を
終
え
、
当
館
の
体
験
記

閲
覧
室
及
び
長
崎
の
祈
念
館
で
公
開

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
が
三
回
目
の
収
集
と
な
る
平

成
二
十
七
年
度
分
被
爆
体
験
記
に
つ

い
て
も
、
今
後
、
職
員
が
一
件
一
件

読
み
込
み
、
執
筆
者
の
被
爆
当
時
の

職
種
や
所
属
、
被
爆
区
分
、
被
爆
場

所
、
登
場
す
る
被
爆
者
の
お
名
前
、

登
場
す
る
地
名
や
施
設
名
等
を
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
に
登
録
し
、
様
々
な
項
目

で
検
索
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま

す
。
全
件
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
が
終

わ
っ
た
時
点
で
、
改
め
て
製
本
し
直

し
、
広
島
・
長
崎
の
両
祈
念
館
で
正

式
に
公
開
す
る
予
定
で
す
。

　

被
爆
体
験
記
に
は
、被
爆
の
惨
状
、

亡
く
な
っ
た
家
族
や
友
人
へ
の
思

い
、
そ
し
て
核
兵
器
廃
絶
と
世
界
平

和
へ
の
願
い
が
綴つ
づ

ら
れ
て
い
ま
す
。

思
い
出
し
た
く
な
い
記
憶
、
思
い
出

す
の
も
つ
ら
い
記
憶
を
、
気
力
を
振

り
絞
っ
て
書
い
て
く
だ
さ
っ
た
方
も

多
く
お
ら
れ
ま
す
。
被
爆
体
験
記
を

読
み
、
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
、
核
兵
器

の
悲
惨
さ
を
知
り
、
平
和
の
大
切
さ

を
一
人
で
も
多
く
の
方
に
受
け
継
い

で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

被
爆
体
験
記
を
通
じ
て
、
被
爆
者

の
「
こ
こ
ろ
」
と
「
こ
と
ば
」
に
ふ

れ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
貸
出
や
複
写
サ
ー
ビ
ス
は

行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

国
立
広
島
原
爆
死
没
者
追
悼
平
和
祈

念
館
ま
で

☎
（
０
８
２
）
５
４
３
・
６
２
７
１

　

広
島
市
で
は
、
核
兵
器
の
廃
絶
と

世
界
恒
久
平
和
の
実
現
に
向
け
た
世

論
の
醸
成
を
図
る
た
め
、
今
年
も
国

内
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
研
修
「
ヒ
ロ
シ

マ
講
座
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

平
成
十
四
年
度
か
ら
開
始
し
た
当

講
座
は
、
国
内
の
新
聞
社
の
若
手

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
を
対
象
に
、
被
爆

の
実
相
や
被
爆
地
広
島
の
役
割
、
核

兵
器
を
巡
る
世
界
情
勢
等
に
つ
い
て

総
合
的
・
体
系
的
に
学
び
、
そ
の
成

果
を
報
道
や
論
説
活
動
等
を
通
じ
て

広
く
国
内
外
に
発
信
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

十
六
回
目
の
今
年
の
講
座
は
、
地

方
紙
の
記
者
十
人
が
参
加
し
、
七
月

二
十
八
日（
金
）か
ら
八
月
七
日（
月
）

ま
で
の
十
一
日
間
、
被
爆
者
の
証
言

の
聴
講
や
原
爆
被
害
に
関
す
る
講
義

な
ど
を
受
け
る
と
と
も
に
、
核
兵
器

廃
絶
に
向
け
て
取
り
組
む
若
者
や
平

和
記
念
式
典
の
取
材
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
研
修
で
の
体

験
を
社
で
共
有
し
、
新
聞
社
と
し
て

何
が
で
き
る
か
考
え
た
い
」、「
被
爆

の
実
相
を
継
承
し
て
い
く
広
島
市
の

取
組
は
地
元
で
も
見
習
う
べ
き
だ
と

思
っ
た
」
等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

参
加
者
は
、
こ
の
研
修
を
通
じ
て

学
ん
だ
被
爆
者
の
体
験
や
平
和
へ
の

思
い
を
、
八
月
六
日
の
広
島
の
様
子

と
と
も
に
各
紙
に
掲
載
し
、
ヒ
ロ
シ

マ
の
心
を
広
く
伝
え
ま
し
た
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

広
島
市
市
民
局
国
際
平
和
推
進
部
平

和
推
進
課
ま
で

☎
（
０
８
２
）
２
４
２
・
７
８
３
１

平
成
二
十
七
年
度
原
子
爆

弾
被
爆
者
実
態
調
査
に
伴

い
提
出
さ
れ
た
被
爆
体
験

記
「
被
爆
に
つ
い
て
思
う
こ

と
」
の
暫
定
公
開
に
つ
い
て

国
内
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
研
修

ヒ
ロ
シ
マ
講
座 

研修を受講する参加者

仮製本した被爆体験記集全６１巻
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本
年
七
月
二
十
八
日
（
金
）、
中

区
袋
町
の
旧
日
本
銀
行
広
島
支
店
地

下
一
階
で
開
催
中
の「
収
蔵
資
料
展
」

の
展
示
を
更
新
し
ま
し
た
。
更
新
後

の
展
示
は
、
会
期
は
来
年
七
月
ま
で

で
、
入
場
は
無
料
で
す
。

　

三
つ
の
展
示
室
（
Ｏ
Ｃ
Ｒ
室
・
第

一
金
庫
室
・
第
二
金
庫
室
）
の
う
ち
、

Ｏ
Ｃ
Ｒ
室
で
は
、「
あ
な
た
が
今
い

る
こ
の
通
り
で
―
鯉り

城
じ
ょ
う

通
り
の
惨

状
―
」
と
題
し
、
展
示
会
場
で
あ
る

旧
日
本
銀
行
広
島
支
店
が
面
す
る
電

車
通
り
（
鯉
城
通
り
）
沿
い
の
惨
状

が
描
か
れ
た
三
十
八
点
の
「
原
爆
の

絵
」
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
絵
に
は
、
平
和
大
通
り
か
ら
紙
屋

町
交
差
点
ま
で
の
鯉
城
通
り
の
惨
状

が
描
か
れ
て
お
り
、
今
で
は
近
代
的

な
建
物
が
建
ち
並
ぶ
こ
の
周
辺
に
、

被
爆
直
後
、
ど
れ
ほ
ど
悲
惨
な
光
景

が
広
が
っ
て
い
た
か
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
の
展
示
で
は
、
絵
に

描
か
れ
た
ま
さ
に
そ
の
場
所
で
当
時

の
惨
状
を
想
像
で
き
る
よ
う
、
来
場

者
が
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
る
「
鯉

城
通
り
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
マ
ッ

プ
」（
日
・
英
）
を
会
場
で
配
布
し

て
い
ま
す
。
会
場
か
ら
出
た
後
も
街

を
歩
き
な
が
ら
学
べ
る
資
料
と
し

て
、
多
く
の
来
場
者
に
ご
利
用
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
第
二
金
庫
室
で

は
、「
二
〇
一
六
年
度
海
外

資
料
調
査
速
報
展
―
記
録
さ

れ
た
原
爆
投
下
・
廃は
い
き
ょ虚
の
広

島
」
と
題
し
、
昨
年
十
一
月

～
十
二
月
に
資
料
館
職
員
が

米
国
で
調
査
し
、
新
た
に
入

手
し
た
写
真
を
初
め
て
展
示

し
て
い
ま
す
。
展
示
し
て
い

る
三
十
二
点
の
写
真
に
は
、

新
た
に
発
見
さ
れ
た
エ
ノ

ラ
・
ゲ
イ
か
ら
撮
影
さ
れ
た

き
の
こ
雲
の
写
真
や
焼
け
野

原
と
な
っ
た
市
街
地
の
空
撮

写
真
、
広
島
を
訪
れ
た
米
兵
が
個
人

的
に
撮
影
し
た
写
真
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
写
真
は
、
原
爆
の

被
害
を
よ
り
詳
細
に
知
る
こ
と
の
で

き
る
貴
重
な
資
料
で
す
。

　

な
お
、
第
一
金
庫
室
で
は
、
昨
年

度
か
ら
引
き
続
き
「
熱
と
炎
の
つ
め

跡
」
と
題
し
、
被
爆
資
料
を
展
示
し

て
い
ま
す
。
三
つ
の
展
示
室
を
合
わ

せ
て
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
で
、
被
爆

の
実
相
を
多
角
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
お
近
く
に
お
越
し
の
際
は

ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

�
（
平
和
記
念
資
料
館　

学
芸
課
）

　

七
月
二
十
九
日
（
土
）、
本
財
団

と
広
島
市
、
朝
日
新
聞
社
の
共
催
に

よ
り
、「
核
兵
器
廃
絶
へ
の
道
～
こ

の
世
界
の
分
断
を
越
え
て
～
」
を

テ
ー
マ
に
、
国
際
平
和
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
広
島
国
際
会
議
場
で
開
催
し
ま

し
た
。

　

最
初
に
、
広
島
市
立
千せ
ん

田だ

小
学
校

合
唱
隊
が
、
校
内
の
枯
れ
た
被
爆
樹

木
「
カ
イ
ヅ
カ
イ
ブ
キ
」
を
再
生
し

た
笛
「
パ
ン
フ
ル
ー
ト
」
の
合
奏
と

合
唱
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
戦
時
下
の
広
島
を
舞
台

に
困
難
の
中
に
あ
っ
て
も
普
通
の
暮

ら
し
を
大
切
に
生
き
る
女
性
を
描

き
、
芸
術
選
奨
な
ど
多
く
の
賞
を
受

賞
し
た
映
画「
こ
の
世
界
の
片
隅
に
」

の
片か
た

渕ぶ
ち

須す
な
お直

監
督
と
、
広
島
の
映
画

館
経
営
者
の
蔵く
ら
も
と本

順じ
ゅ
ん
こ子

氏
の
特
別
対

談
を
行
い
ま
し
た
。
片
渕
監
督
は
、

蔵
本
氏
が
経
営
す
る
映
画
館
で
の
別

の
作
品
の
舞
台
挨
拶
の
た
め
に
広
島

を
初
訪
問
し
た
こ
と
が
、
こ
の
映
画

製
作
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
の
逸

話
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、
オ
バ
マ
政
権
下

で
核
・
軍
備
管
理
・
不
拡
散
政
策

担
当
特
別
補
佐
官
を
務
め
た
ジ
ョ

ン
・
ウ
ォ
ル
フ
ス
タ
ー
ル
氏
が
登
壇

し
、
核
の
リ
ス
ク
を
理
解
し
「
核
兵

器
な
き
世
界
」
の
実
現
を
追
求
し
た

オ
バ
マ
政
権
に
対
し
、
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
は
核
の
危
険
性
を
十
分
に
認
識

せ
ず
、
米
国
と
ロ
シ
ア
、
北
朝
鮮
、

イ
ラ
ン
と
の
関
係
で
核
兵
器
使
用
の

リ
ス
ク
を
高
め
て
い
る
と
述
べ
ま
し

た
。
ま
た
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
を
生
き

延
び
た
父
を
も
つ
ウ
ォ
ル
フ
ス
タ
ー

ル
氏
は
、
広
島
・
長
崎
の
人
々
と
平

和
を
追
求
す
る
歴
史
的
義
務
を
共
有

し
て
い
る
と
語
り
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
ウ
ォ
ル
フ
ス
タ
ー
ル
氏
の
ほ

か
、
小こ

溝み
ぞ

泰や
す
よ
し義
本
財
団
理
事
長
、
米

国
ブ
ラ
ウ
ン
大
学
の
ニ
ー
ナ
・
タ
ネ

ン
ウ
ォ
ル
ド
国
際
関
係
プ
ロ
グ
ラ
ム

長
、
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
リ
ー
ダ
ー
の
林は
や
し
だ田

光み
つ
ひ
ろ弘

氏

が
、
本
年
七
月
に
採
択
さ
れ
た
核
兵

器
禁
止
条
約
や
北
朝
鮮
の
核
問
題
な

ど
、
国
際
情
勢
に
つ
い
て
議
論
し
ま

し
た
。
小
溝
理
事
長
は
、
核
抑
止
の

考
え
方
を
変
え
、
核
兵
器
廃
絶
を
実

現
す
る
に
は
、
立
場
を
超
え
た
対
話

が
不
可
欠
で
あ
り
、
核
抑
止
の
背
景

に
あ
る
相
互
不
信
を
相
互
理
解
や
相

互
協
力
に
変
え
て
い
く
た
め
に
粘
り

強
い
努
力
が
必
要
で
あ
る
と
訴
え
ま

し
た
。

�

（
平
和
連
帯
推
進
課
）

旧
日
銀
「
収
蔵
資
料

展
」
の
展
示
を
更
新

国
際
平
和
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

鯉城通りフィールドワークマップ（日・英）

　 流
ながれ

川
かわ

教会前（撮影：米軍／所蔵：米海軍歴史遺産部、
寄贈：トーマス・ポロック氏）

パネルディスカッションでの小溝理事長
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核
兵
器
廃
絶
と
世
界
恒
久
平
和
の

実
現
の
た
め
の
人
材
育
成
と
、
平
和

首
長
会
議
の
加
盟
都
市
間
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
強
化
を
目
的
と
す
る
、
青
少

年
「
平
和
と
交
流
」
支
援
事
業
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
国
内
外
の
平
和
首

長
会
議
加
盟
都
市
の
青
少
年
を
対
象

に
、
被
爆
者
の
体
験
や
平
和
へ
の
思

い
な
ど
を
伝
え
、
若
者
同
士
の
交
流

を
深
め
る
た
め
、
広
島
市
等
が
実
施

す
る
事
業
へ
の
参
加
を
支
援
す
る
も

の
で
す
。

　

別
表
の
と
お
り
、
今
夏「HIROSHI

M
A� and� PEACE

」、「
青
少
年
国
際

平
和
未
来
会
議
ヒ
ロ
シ
マ
」、「
ひ
ろ

し
ま
子
ど
も
平
和
の
集
い
」、「
ヒ
ロ

シ
マ
平
和
セ
ミ
ナ
ー
」
の
四
事
業
を

対
象
に
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
あ
わ
せ

て
、
平
和
首
長
会
議
の
概
要
説
明
や

意
見
交
換
会
等
の
平
和
首
長
会
議
の

独
自
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。

�

（
平
和
連
帯
推
進
課
）

　

八
月
六
日
（
日
）、
広
島
市
、
広
島

市
教
育
委
員
会
と
の
共
催
に
よ
り
、

若
い
世
代
の
平
和
意
識
の
高
揚
と
主

体
的
な
取
組
の
促
進
を
図
る
「
平
成

二
十
九
年
度
ひ
ろ
し
ま

子
ど
も
平
和
の
集
い
」

を
広
島
国
際
会
議
場
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
広
島
市
市

民
局
長
が
挨
拶
を
行
い
、

広
島
県
内
外
か
ら
参
加

し
た
十
団
体
の
児
童
・

生
徒
に
、
平
和
へ
の
熱

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
広
島

の
地
か
ら
世
界
に
向
け

て
発
信
し
て
ほ
し
い
と

呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
児
童
・
生

徒
は
平
和
へ
の
思
い
を

メ
ッ
セ
ー
ジ
発
表
や
合

唱
、
群
読
や
作
文
朗
読

な
ど
、
様
々
な
表
現
方

法
で
発
信
し
ま
し
た
。

　

児
童
・
生
徒
の
多
く
は
当
日
朝
、

平
和
記
念
式
典
に
参
列
し
て
お
り
、

全
て
の
発
表
に
お
い
て
平
和
な
世
界

の
実
現
に
向
け
た
子
ど
も
た
ち
の
熱

意
と
高
い
意
識
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
発
表
し
た
各
団
体
へ
、

広
島
市
教
育
長
か
ら
「
ア
オ
ギ
リ

賞
」、「
キ
ョ
ウ
チ
ク
ト
ウ
賞
」、「
折

り
鶴
賞
」
と
し
て
表
彰
状
と
記
念
の

楯た
て

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
は
、
開
会
か
ら
閉
会
ま
で
多

く
の
来
場
者
で
賑に

ぎ

わ
い
ま
し
た
。

�

（
平
和
連
帯
推
進
課
）

「
平
成
二
十
九
年
度

ひ
ろ
し
ま
子
ど
も

平
和
の
集
い
」の
開
催

青
少
年「
平
和
と

交
流
」支
援
事
業

対象事業
（広島市等の所管）

広島市等が実施
する事業の概要

平和首長会議
独自プログラム

を含めた全体日程

平和首長会議
独自プログラム

を含めた実施場所
支援人数
（実績）

参加者の
派遣元加盟自治体

HIROSHIMA and PEACE
（広島市立大学国際学部）

国内外の学生等が
「ヒロシマと平和」
を英語で学ぶ夏期
集中講座

7/31~8/9
（10 日間）

広島市立大学
平和記念資料館等

9 人
（学生・
社会人）

サントス市（ブラジル）、ジャ
ンティイ市（フランス）、ハ
ノーバー市（ドイツ）、ボル
ゴグラード市（ロシア）、マ
ンチェスター市（英国）、モ
ントリオール市（カナダ）、
ユジノサハリンスク市（ロ
シア）、秋田市、上越市

青少年国際平和未来会議
ヒロシマ

（広島市教育委員会）

広島市及び姉妹・
友好都市等の青少
年による平和貢献
をテーマにした交
流活動

8/4~8/14
（11 日間）

広島市国際青年会
館等

6 人
（学生）

イーペル市（ベルギー）、グ
ラノラーズ市（スペイン）、
サントス市（ブラジル）、ハ
ノーバー市（ドイツ）、ボル
ゴグラード市（ロシア）、マ
ンチェスター市（英国）

ひろしま子ども平和の集い
・ （公財）広島平和文化

センター
・ 広 島 市（ 市 民 局、

教育委員会）

⎛
⎜
⎜
⎜
⎝

⎛
⎜
⎜
⎜
⎝

子どもたちによる
平和メッセージの
発信

8/5~8/7
（3 日間）

国際会議場
平和記念資料館等

3 人
（高校生・
引率者）

いわき市

ヒロシマ平和セミナー
（広島市立大学広島平和
研究所）

公務員や大学院生
等を対象にした平
和・国際関係に係
る集中講義

8/24~8/28
（5 日間）

広島市立大学サテ
ライトキャンパス
平和記念資料館等

2 人
（公務員）相模原市、松本市

参加者による意見交換（HIROSHIMA and PEACE）

作文を朗読する沖縄県の石垣市平和大使
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平
和
記
念
資
料
館
で
は
、「
市
民

が
描
い
た
原
爆
の
絵
」
の
経
年
劣
化

が
課
題
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
度
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
共
同
で�

｢

原
爆
の
絵｣

約
四
千
二
百
点
に
つ

い
て
超
高
精
細
画
像
に
よ
る
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
体
験
者
の
目
線
で
描

か
れ
た
当
時
の
光
景
を
、
展
示
等
で

よ
り
鮮
明
に
再
現
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
超
高
精
細
画

像
を
使
用
し
た
番
組
の
上
映
と
、
地

図
上
に
サ
ム
ネ
イ
ル
表
示
さ
れ
た
絵

を
選
択
し
８
Ｋ
の
超
高
精
細
画
像
で

絵
の
細
部
ま
で
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で

き
る
特
別
展
示
を
、
八
月
一
日
か
ら

十
六
日
ま
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
共
同
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

来
場
者
か
ら
は
、「
当
時
の
状
況

が
胸
に
痛
い
ほ
ど
伝
わ
っ
た
。」「
被

爆
者
が
渾こ
ん
し
ん身

の
思
い
で
描
い
た
絵

を
、
最
新
技
術
で
後
世
ま
で
伝
え
て

い
く
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
。」

等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

�

（
平
和
記
念
資
料
館　

学
芸
課
）

　

八
月
二
日
（
水
）、
本
財
団
と
生

協
ひ
ろ
し
ま
等
と
の
共
催
に
よ
り
、

核
兵
器
廃
絶
と
世
界
恒
久
平
和
の
実

現
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
広
島

東
洋
カ
ー
プ
応
援
の
場
を
活
用
し

て
発
信
す
る
「
ピ
ー
ス
ナ
イ
タ
ー

二
〇
一
七
」
を
マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

昨
年
に
続
き
「
継
承
」
を
テ
ー
マ

に
、

①�　

大
型
ビ
ジ
ョ
ン
で
松ま

つ

井い

市
長
や

湯ゆ

﨑ざ
き

県
知
事
等
の
平
和
を
願
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
放
映
し
た
ほ
か
、

二
〇
〇
八
年
に
始
ま
っ
た
ピ
ー
ス

ナ
イ
タ
ー
十
周
年
の
歩
み

を
紹
介
し
ま
し
た
。

②�　

廿は
つ

日か

市い
ち

市
生
ま
れ
で

被
爆
二
世
の
歌
手
高た
か
は
し橋

真ま

り

こ

梨
子
さ
ん
が
始
球
式
を

行
い
ま
し
た
。

③�　

広
島
東
洋
カ
ー
プ
の
監

督
、
選
手
等
が
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
に
ピ
ー
ス
ワ
ッ
ペ
ン
を

着
け
て
プ
レ
ー
し
ま
し
た
。

④�　

五
回
裏
終
了
時
に
、
入

場
者
が
配
付
さ
れ
た
ピ
ー

ス
ポ
ス
タ
ー
を
掲
げ
て
、

球
場
全
体
が
平
和
首
長
会
議
の
イ

メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
で
あ
る
緑
色
に
染

ま
る
中
、
原
爆
ド
ー
ム
と
同
じ
高

さ
の
地
上
二
十
五
メ
ー
ト
ル
に
復

興
の
象
徴
で
あ
る
カ
ー
プ
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
赤
色
の
線
「
ピ
ー
ス

ラ
イ
ン
２
５
」
を
作
り
、
平
和
へ

の
願
い
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

ま
た
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
地
元

高
校
生
等
に
よ
る
「
ピ
ー
ス
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

約
三
万
人
の
方
々
に
参
加
い
た
だ

き
、
多
く
の
方
が
核
兵
器
廃
絶
及
び

世
界
恒
久
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
日

と
な
り
ま
し
た
。

�

（
平
和
連
帯
推
進
課
）

　

中
区
江え

ば波
二
本
松
一
丁
目
に
あ
る

平
和
記
念
資
料
館
附
属
展
示
施
設

シ
ュ
モ
ー
ハ
ウ
ス
で
、
フ
ロ
イ
ド
・

シ
ュ
モ
ー
氏
自
ら
が
撮
影
し
た
広
島

や
江
波
の
貴
重
な
カ
ラ
ー
写
真
を
紹

介
す
る
企
画
展
を
、
八
月
二
日
か
ら

十
一
月
五
日
ま
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

米
国
の
森
林
学
者
で
平
和
運
動
家

の
フ
ロ
イ
ド
・
シ
ュ
モ
ー
氏
は
、
広

島
・
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
に
心
を
痛

め
、
住
ま
い
を
失
っ
た
広
島
の
人
々

の
た
め
に
家
を
建
て
る
活
動
を
進
め

ま
し
た
。
そ
の
際
、
シ
ュ
モ
ー
氏
は

自
ら
の
カ
メ
ラ
で
、
広
島
の
風
景
や

人
々
、「
広
島
の
家
」
建
設
の
様
子

を
カ
ラ
ー
写
真
等
で
撮
影
し
て
い
ま

し
た
。
今
年
七
月
、
こ
れ
ら
の
貴
重

な
写
真
百
六
十
三
枚
が
米
国
の
シ
ュ

モ
ー
氏
遺
族
か
ら
市
民
団
体
シ
ュ

モ
ー
に
学
ぶ
会
へ
寄
贈
さ
れ
、
平
和

記
念
資
料
館
へ
寄
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
企
画
展
で
は
、
こ
れ
ら
の

写
真
を
使
い
、
中
区
江
波
皿
山
の
ふ

も
と
に
建
て
ら
れ
た
「
広
島
の
家
」

の
写
真
を
中
心
に
紹
介
し
ま
し
た
。

　

来
場
者
か
ら
は
、「
シ
ュ
モ
ー
さ

ん
の
優
し
さ
、
強
さ
に
心
が
揺
さ
ぶ

ら
れ
た
。」「
シ
ュ
モ
ー
さ
ん
の
想
い

を
こ
の
先
も
受
け
継
い
で
い
き
た

い
。」
等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　

自
ら
資
金
を
集
め
、
人
種
を
超
え

た
仲
間
と
共
に
、
住
ま
い
を
失
っ
た

被
爆
者
の
た
め
の
家
を
建
て
た
シ
ュ

モ
ー
氏
の
深
い
愛
と
、
絶
望
の
中
か

ら
生
き
る
勇
気
と
希
望
を
見
出
し
、

復
興
へ
と
歩
み
だ
し
た
市
民
の
姿
が

伝
わ
る
展
示
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
八
月
四
日
か
ら
六
日
に
は

シ
ュ
モ
ー
に
学
ぶ
会
に
よ
る
随
時
解

説
と
紙
芝
居
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

等
も
行
い
、
た
く
さ
ん
の
親
子
連
れ

等
で
賑に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

�

（
平
和
記
念
資
料
館　

学
芸
課
）

特
別
展
示

「
８
Ｋ
ス
ー
パ
ー
ハ
イ

ビ
ジ
ョ
ン
で
見
る〝
原

爆
の
絵
〟」
を
開
催

「
ピ
ー
ス
ナ
イ
タ
ー

二
〇
一
七
」の
開
催

シ
ュ
モ
ー
ハ
ウ
ス
企
画
展

「Sarayam
a Village

―
フ
ロ
イ
ド
・
シ
ュ
モ
ー
が

写
し
た
広
島
・
江

波
・
皿
山
」
を
開
催

緑色と赤色のピースポスターを用いて原爆ドームと
同じ高さに「ピースライン 25」を作る観客

シュモーに学ぶ会による読み聞かせの様子
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次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、

修
学
旅
行
で
広
島
を
訪
れ
、
原
爆
被

害
の
実
相
と
平
和
の
尊
さ
に
つ
い
て

学
ん
で
も
ら
う
た
め
、
学
校
関
係
者

や
旅
行
会
社
な
ど
を
対
象
と
し
て
、

広
島
で
の
平
和
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

つ
い
て
紹
介
す
る
広
島
平
和
学
習

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
平
成

二
十
七
年
度
に
北
関
東
五
県
か
ら
の

広
島
行
の
修
学
旅
行
専
用
列
車
の
運

行
ダ
イ
ヤ
が
改
善
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、
今
年
度
は
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

及
び
栃
木
県
宇
都
宮
市
で
セ
ミ
ナ
ー

を
行
い
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、

埼
玉
県
内
か
ら
二
十
三
人
、
栃
木
県

内
か
ら
は
十
九
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
「
広
島
で
の

平
和
学
習
と
そ
の
効
果
」

　

原
爆
に
よ
っ
て
壊
滅
的
な
被
害
を

受
け
た
広
島
が
復
興
を
遂
げ
る
様
子

や
、
平
和
学
習
の
メ
ニ
ュ
ー
、
広
島

へ
の
修
学
旅
行
の
例
を
紹
介
し
ま
し

た
。

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
「
広
島
で
の

修
学
旅
行
」

　

広
島
修
学
旅
行
の
モ
デ
ル
コ
ー
ス

の
提
案
や
広
島
で
で
き
る
体
験
学
習

を
具
体
的
に
紹
介
し
ま
し
た
。

被
爆
体
験
記
朗
読
の
実
演
及
び
被
爆

体
験
伝
承
講
話
等

　

体
験
型
平
和
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

し
て
、
被
爆
体
験
記
朗
読
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
被
爆
体
験
記
や
原
爆

詩
の
朗
読
の
実
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
初
め
て
、
被
爆
体

験
伝
承
者
に
よ
る
伝
承
講
話
の
実
演

を
行
い
ま
し
た
。
被
爆
者
の
高
齢
化

に
伴
い
被
爆
体
験
の
伝
承
が
急
務
と

な
る
中
、
被
爆
体
験
記
朗
読
会
や
伝

承
講
話
へ
の
参
加
者
の
関
心
は
高

く
、熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
の
声

　

参
加
者
か
ら
は
、「
学
習
素
材
を

明
確
に
知
る
こ
と
が
で
き
、
伝
承
講

話
、
朗
読
を
直
接
聞
け
た
こ
と
に
よ

り
広
島
へ
の
修
学
旅
行
が
イ
メ
ー
ジ

で
き
た
」
と
い
っ
た
意
見
が
多
く
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

�

（
原
爆
死
没
者
追
悼
平
和
祈
念
館
）

　

国
連
で
は
、
毎
年
九
月
二
十
一
日

を
「
国
際
平
和
デ
ー
」
と
定
め
、
世

界
の
停
戦
と
非
暴
力
の
日
と
し
て
、

こ
の
日
一
日
敵
対
行
為
を
や
め
る
よ

う
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
本
財
団
で

も
記
念
行
事
を
開
催
し
ま
し
た
。
一

般
参
拝
者
等
が
見
守
る
中
、
参
加
団

体
の
代
表
者
が
原
爆
死
没
者
慰
霊
碑

に
献
花
を
行
い
、
正
午
に
参
加
者
全

員
で
一
分
間
の
黙
と
う
を
捧さ
さ

げ
る
と

と
も
に
、
平
和
の
鐘
を
鳴
ら
し
、
核

兵
器
廃
絶
と
世
界
恒
久
平
和
の
実
現

を
祈
念
し
ま
し
た
。
ま
た
、
黙
と
う

に
あ
わ
せ
て
「
二
〇
二
〇
年
ま
で
の

核
兵
器
廃
絶
を
！
」
と
い
う
平
和
首

長
会
議
の
横
断
幕
を
慰
霊
碑
前
に
掲

げ
、
そ
の
実
現
を
訴
え
ま
し
た
。
今

年
は
、
七
月
に
核
兵
器
禁
止
条
約
が

採
択
さ
れ
、
行
事
前
日
に
は
国
連
で

署
名
式
が
行
わ
れ
る
中
で
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

　

平
和
首
長
会
議
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
通
じ
た
一
〇
〇

日
前
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
出
や
、
メ
ー

ル
マ
ガ
ジ
ン
で
の
呼
び
掛
け
に
よ

り
、
国
内
外
の
加
盟
都
市
に
お
い
て

も
様
々
な
記
念
行
事
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

�

（
平
和
連
帯
推
進
課
）

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
の
日

　

七
月
九
日
（
日
）、
百
貨
店
の
福ふ
く

屋や

広
島
駅
前
店
六
階
マ
ル
チ
の
広
場

で
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し

た
。
主
催
―
平
成
二
十
九
年
度
モ
ン

「
国
際
平
和
デ
ー
」

記
念
行
事
の
開
催

広島平和学習セミナー
（さいたま及び宇都宮）
を開催しました　
日　時　平成29年9月20日・21日
場　所　ＴＫＰ大宮ビジネスセンター
　　　　（さいたま会場）
　　　　ホテルマイステイズ宇都宮
　　　　（宇都宮会場）
参加者　学校関係者、教育委員会、旅行会社

「
姉
妹
・
友
好
都
市
の
日
」
記
念
イ
ベ
ン
ト

姉
妹
・
友
好
都
市

を
市
民
に
紹
介

被爆体験伝承講話実演風景

新
国
際
交
流
員
の
紹
介

着
任
あ
い
さ
つ

ア
ン
ド
リュー・デ
ン
プ
ス
タ
ー

　

は
じ
め
ま
し
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
か
ら
参
り
ま
し
た
ア
ン
ド

リ
ュ
ー
で
す
。
イ
ギ
リ
ス
の
四
か

国
（
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
北
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
）
の
中
で
二
番
目
に
大

き
い
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
、
岩
で

ご
つ
ご
つ
と
し
た
自
然
が
豊
か
で
、

今
年
、
イ
ギ
リ
ス
で
有
名
な
旅
行

ガ
イ
ド
で
「
世
界
の
中
で
最
も
美

し
い
国
で
あ
る
」
と
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

　

英
語
が
母
国
語
で
、
フ
ラ
ン
ス

語
も
話
せ
ま
す
。
日
本
語
は
大
学

で
四
年
間
勉
強
し
ま
し
た
。
日
本

に
は
二
〇
一
三
年
か
ら
二
〇
一
四

年
ま
で
東
京
に
あ
る
成せ

い
け
い蹊

大
学
に

留
学
し
ま
し
た
。
今
年
の
八
月
よ

り
、
広
島
平
和
文
化
セ
ン
タ
ー
の

国
際
交
流･

協
力
課
と
広
島
市
役

所
の
国
際
交
流
課
に
国
際
交
流
員

と
し
て
配
属
さ
れ
て
い
ま
す
。
翻

訳
・
英
訳
チ
ェ
ッ
ク
を
は
じ
め
、

学
校
訪
問
な
ど
、
多
様
な
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

人
々
の
差
異
を
認
め
合
い
、
異

な
る
発
想
を
組
み
合
わ
せ
れ
ば
、

お
互
い
に
社
会
に
貢
献
で
き
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
仕
事
を
通

じ
て
、
異
文
化
理
解
を
深
め
る
こ

と
に
少
し
で
も
役
に
立
て
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
是
非
こ
れ
か
ら
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

（
国
際
交
流
・
協
力
課
）



15

平成29年12月平和文化　第196号

ト
リ
オ
ー
ル
の
日
実
行
委
員
会
。

　

ま
ず
は
じ
め
に
、
来
場
者
に
メ
ー

プ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
と
社
会
福
祉
法
人

広
島
市
社
会
福
祉
事
業
団
広
島
市
皆み
な

賀が

園え
ん

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
メ
ー
プ
ル
ラ
ス

ク
を
提
供
し
ま
し
た
。

　

記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
主
催
者

等
の
あ
い
さ
つ
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル

市
長
か
ら
届
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
紹

介
、
来
賓
と
し
て
ケ
ベ
ッ
ク
州
政
府

在
日
事
務
所
代
表（
同
事
務
所
広
報
・

プ
レ
ス
担
当
官
代
読
）、
在
名
古
屋

カ
ナ
ダ
領
事
館
領
事
兼
通
商
代
表
の

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
ヒ
ロ
シ
マ
・
メ
ッ
セ
ン

ジ
ャ
ー
の
大お
お
さ
き﨑

宏ひ
ろ

予よ

さ
ん
と
倉く

ら
は
し橋

智と
も

子こ

さ
ん
が
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
市
に

ま
つ
わ
る
来
場
者
参
加
型
の
ク
イ
ズ

を
行
い
、
正
解
者
に
景
品
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、カ
ナ
ダ
出
身
の
大
道
芸
人
・

足
長
ポ
ン
タ
さ
ん
に
よ
る
バ
ル
ー
ン

ア
ー
ト
な
ど
の
記
念
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
に
、
会
場
の
子
ど
も
た
ち
が
大
変

喜
び
、
た
く
さ
ん
の
拍
手
が
起
こ
り

ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ

な
ど
の
特
産
品
が
当
た
る
お
楽
し
み

抽
選
会
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
と
カ
ナ

ダ
の
紹
介
展
示
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル

市
制
三
百
七
十
五
周
年
記
念
の
展
示

や
特
産
品
の
展
示
・
販
売
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

　

約
三
百
三
十
人
の
来
場
者
は
、
食

や
芸
術
文
化
を
楽
し
み
な
が
ら
モ
ン

ト
リ
オ
ー
ル
や
カ
ナ
ダ
へ
の
理
解
を

深
め
て
い
ま
し
た
。

ボ
ル
ゴ
グ
ラ
ー
ド
の
日

　

九
月
十
日
（
日
）、
記
念
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
主
催
―
平
成

二
十
九
年
度
ボ
ル
ゴ
グ
ラ
ー
ド
の
日

実
行
委
員
会
。

　

今
年
度
は
、
姉
妹
都
市
提
携

四
十
五
周
年
を
記
念
し
、
会
場
を
例

年
の
広
島
市
留
学
生
会
館
か
ら
紙
屋

町
シ
ャ
レ
オ
中
央
広
場
に
変
更
し
、

ま
た
、
ロ
シ
ア
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト

は
、
毎
年
ご
出
演
い
た
だ
く
田た

中な
か

香か

月つ
き

さ
ん
と
広
島
合
唱
団
の
皆
さ
ん
に

加
え
、
ボ
ル
ゴ
グ
ラ
ー
ド
市
で
活
躍

し
て
い
る
青
年
音
楽
家
三
人
を
招
待

し
、
さ
ら
に
エ
リ
ザ
ベ
ト
音
楽
大
学

の
学
生
の
皆
さ
ん
に
も
ご
出
演
い
た

だ
く
な
ど
、
内
容
を
拡
充
し
て
行
い

ま
し
た
。

　

受
付
を
済
ま
せ
た
来
場
者
は
、
ロ

シ
ア
の
お
菓
子
〝
パ
フ
ラ
ヴ
ァ
〟
を

試
食
し
な
が
ら
、
ロ
シ
ア
音
楽
コ
ン

サ
ー
ト
第
一
部
と
し
て
、
エ
リ
ザ
ベ

ト
音
大
の
五
人
の
学
生
に
よ
る
ピ
ア

ノ
、
バ
イ
オ
リ
ン
、
フ
ル
ー
ト
の
演

奏
と
ソ
プ
ラ
ノ
独
唱
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　

記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
実
行
委

員
長
、
広
島
市
長
が
あ
い
さ
つ
し
、

ボ
ル
ゴ
グ
ラ
ー
ド
市
長
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
ヒ
ロ
シ
マ
・
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー

の
エ
カ
テ
リ
ナ
・
シ
マ
キ
ナ
さ
ん
が

代
読
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
企
画

で
は
、
写
真
を
使
っ
て
ボ
ル
ゴ
グ

ラ
ー
ド
市
を
紹
介
し
た
ほ
か
、
ロ
シ

ア
語
講
座
と
ロ
シ
ア
・
ボ
ル
ゴ
グ

ラ
ー
ド
市
に
関
す
る
ク
イ
ズ
を
行

い
、
ク
イ
ズ
の
正
解
者
に
は
、
エ
カ

テ
リ
ナ
さ
ん
か
ら
ロ
シ
ア
雑
貨
の
賞

品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
田
中
香
月
さ
ん
と
広
島

合
唱
団
の
皆
さ
ん
に
よ
る
ロ
シ
ア
音

楽
コ
ン
サ
ー
ト
第
二
部
を
行
い
、
さ

ま
ざ
ま
な
ロ
シ
ア
の
楽
曲
を
披
露
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
第
三

部
で
は
、
ボ
ル
ゴ
グ
ラ
ー
ド
市
の
青

年
音
楽
家
三
人
に
よ
り
、
ピ
ア
ノ
、

フ
ル
ー
ト
の
演
奏
と
バ
リ
ト
ン
独
唱

に
よ
る
素
晴
ら
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
が

行
わ
れ
、
会
場
周
辺
の
歩
行
者
ま
で

足
を
止
め
、
音
楽
家
の
皆
さ
ん
の
演

奏
と
歌
声
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
約
六
〇
〇
人
が
来
場
さ

れ
、
ボ
ル
ゴ
グ
ラ
ー
ド
市
と
の
姉
妹

都
市
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

�

（
国
際
交
流
・
協
力
課
）

　

様
々
な
国
籍
の
外
国
人
市
民
が
増

加
し
、
定
住
化
が
進
む
中
、
外
国
人

市
民
が
地
域
住
民
と
の
交
流
を
深

め
、
地
域
活
動
へ
参
加
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
の
環
境
づ
く
り
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、

地
域
の
日
本
語
教
室
は
、
外
国
人
市

民
の
日
本
語
学
習
支
援
に
と
ど
ま
ら

ず
、
地
域
住
民
と
の
交
流
の
場
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
日
本
語
教
室
活
動
の
支

援
の
一
環
と
し
て
、
地
域
日
本
語
教

室
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
す
る
た

め
の
講
座
を
、
八
月
十
九
日
か
ら
九

月
九
日
に
か
け
て
、
毎
週
土
曜
日
に

全
五
回
開
催
し
、
二
十
人
が
受
講
し

ま
し
た
。

　

第
一
回
目
か
ら
第
四
回
目
ま
で

は
、
日
本
語
教
師
の
末す
え

田だ

朝あ
さ

子こ

さ
ん

と
福ふ
く
な
が永

尚な
お

子こ

さ
ん
を
お
迎
え
し
、
日

本
語
学
習
支
援
の
基
礎
を
学
び
ま
し

た
。
王お
う�

帥す
い

さ
ん
に
よ
る
日
本
語
学

習
体
験
談
を
聴
き
、
日
本
語
教
室
の

役
割
や
日
本
語
学
習
の
基
本
を
学

び
、
ま
た
、
す
ぐ
に
実
践
で
き
る
ポ

イ
ン
ト
を
押
さ
え
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
最
終
回
で
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
る
日
本
語
教

室
の
代
表
者
が
集
ま
り
、
教
室
紹
介

を
行
い
ま
し
た
。

　

希
望
調
査
で
は
、
受
講
者
全
員
が

「
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し

た
い
」
と
回
答
し
、
活
動
へ
の
関
心

を
高
め
て
い
ま
し
た
。

�

（
国
際
交
流
・
協
力
課
）

「
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
座（
上
期
）」の
開
催

記念パフォーマンスの様子

ボルゴグラード市青年音楽家の皆さんによるコンサート

教室紹介の様子
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七
月
二
十
三
日
、
国
際
交
流
ラ
ウ
ン

ジ
を
会
場
に
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中
国
と
の
共

催
で
、
平
成
二
十
九
年
度
第
一
回
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
サ
ロ
ン
「
ベ
リ
ー
ズ
っ
て
ど
ん
な

国
？
～
青
年
海
外
協
力
隊
が
語
る
派
遣

国
の
魅
力
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
加
え
、
今
年
度
は
新
た
に
青

年
海
外
協
力
隊
の
体
験
談
を
聞
く
会
も

開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

第
一
回
目
と
し
て
、
二
〇
一
五
年
か
ら

二
年
間
、
中
米
の
国
ベ
リ
ー
ズ
で
感
染

症
・
エ
イ
ズ
対
策
に
取
り
組
ま
れ
た
山や
ま

田だ

悠ゆ

加か

さ
ん
を
講
師
に
お
招
き
し
、
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

ベ
リ
ー
ズ
と
い
う
と
、
あ
ま
り
耳
に

し
た
こ
と
が
な
い
国
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
カ
リ
ブ
海
に
面
す
る
四
国
く
ら
い

の
大
き
さ
の
国
で
す
。
ベ
リ
ー
ズ
の
魅

力
は
、
そ
の
豊
か
な
自
然
で
す
。
数
多

く
の
貴
重
な
野
生
動
物
が
生
息
し
、
世

界
第
二
位
の
広
さ
の
サ
ン
ゴ
礁
の
保
護

区
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
マ
ヤ
文
明
の

遺
跡
も
多
数
あ
り
、
豊
富
な
観
光
資
源

に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

山
田
さ
ん
は
ク
イ
ズ
を
交
え
な
が

ら
、
ベ
リ
ー
ズ
の
観
光
か
ら
日
常
の
様

子
ま
で
、分
か
り
や
す
く
お
話
し
さ
れ
、

参
加
者
も
楽
し
み
な
が
ら
ベ
リ
ー
ズ
に

つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
感
染
症
・
エ
イ
ズ
対
策
活
動

の
一
環
と
し
て
小
学
校
へ
啓
発
活
動
に

行
か
れ
た
と
き
の
様
子
を
、
写
真
と
と

も
に
振
り
返
る
中
で
、
子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
が
印
象
的
な
写
真
を
紹
介
し
な
が

ら
、
山
田
さ
ん
は
、
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
こ
そ
が
、
ベ
リ
ー
ズ
の
何
よ
り
一
番

の
魅
力
で
す
と
仰
っ
て
い
ま
し
た
。

　

山
田
さ
ん
の
お
話
を
通
し
て
ベ
リ
ー

ズ
の
魅
力
に
触
れ
る
機
会
を
持
て
た
の

は
、
大
き
な
収
穫
で
し
た
。
参
加
さ
れ

た
方
た
ち
は
、
新
し
い
世
界
と
の
出
合

い
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子
で
、
山
田
さ

ん
の
お
話
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

�

（
国
際
交
流
・
協
力
課
）

　

佐さ

さ

き
々
木
禎さ
だ

子こ

さ
ん
の
物
語
が
モ
ン
ゴ

ル
で
歌
い
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
ご
存

知
で
す
か
？　

あ
る
時
、
モ
ン
ゴ
ル
を

訪
れ
た
一
人
の
日
本
人
が
、
折
鶴
を
作

り
な
が
ら
禎
子
さ
ん
の
お
話
を
語
っ
た

そ
う
で
す
。
そ
れ
を
聞
い
た
モ
ン
ゴ
ル

の
音
楽
家
が
曲
を
作
り
、
今
で
は
モ
ン

ゴ
ル
で
知
ら
な
い
人
は
い
な
い
程
の
歌

に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
人
の
小
さ
な
女

の
子
に
思
い
を
寄
せ
、
平
和
へ
の
願
い

を
歌
い
継
い
で
く
れ
る
…
モ
ン
ゴ
ル
と

は
そ
ん
な
人
々
の
暮
ら
す
国
で
す
。

　

そ
ん
な
モ
ン
ゴ
ル
で
活
動
し
た
広
島

の
人
が
い
ま
す
。
青
年
海
外
協
力
隊
の

一
員
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
大お
お

平ひ
ら

緑み
ど
りさ

ん

は
、
広
島
市
出
身
。
広
島
の
思
い
を
伝

え
よ
う
と
、
自
ら
、
原
爆
展
を
開
催
し

ま
し
た
。
禎
子
さ
ん
の
お
話
は
歌
を
通

し
て
知
っ
て
い
る
モ
ン
ゴ
ル
の
人
た
ち

で
す
が
、
あ
の
日
、
き
の
こ
雲
の
下
で

何
が
起
こ
っ
て
い
た
の
か
、
戦
後
、
被

爆
者
が
ど
ん
な
思
い
を
し
な
が
ら
生
き

て
き
た
の
か
、
詳
し
い
こ
と
を
知
っ
て

い
る
人
は
、
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
。
核

兵
器
は
必
要
だ
と
考
え
る
人
も
少
な
か

ら
ず
い
ま
す
。

　

大
平
さ
ん
は
原
爆
展
の
中
で
、
ポ
ス

タ
ー
の
展
示
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上
映
を
行
っ

て
客
観
的
に
被
爆
の
実
相
を
伝
え
る
こ

と
に
加
え
、
ス
ラ
イ
ド
資
料
を
作
っ
て

戦
争
を
経
験
し
た
自
分
の
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
た
り
、
テ
レ

ビ
通
話
を
通
し
て
被
爆
者
の
山や
ま
も
と本

定さ
だ

男お

さ
ん
に
証
言
を
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、

会
場
と
広
島
、
モ
ン
ゴ
ル
の
人
と
広
島

の
人
を
つ
な
げ
る
工
夫
を
し
ま
し
た
。

被
爆
証
言
の
あ
と
は
質
問
が
絶
え
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

会
場
に
い
た
あ
る
先
生
は
「
今
日
学

ん
だ
事
を
友
達
や
生
徒
に
伝
え
て
い
き

た
い
で
す
」
と
語
り
ま
し
た
。
か
つ
て

一
人
の
日
本
人
が
伝
え
た
禎
子
さ
ん
の

思
い
が
歌
い
継
が
れ
て
い
る
よ
う
に
、

大
平
さ
ん
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
や
山
本
さ
ん
の
思
い
も
ま

た
、
モ
ン
ゴ
ル
で
人
か
ら
人
へ
と
大
切

に
語
り
継
が
れ
て
い
く
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

後
日
、
モ
ン
ゴ
ル
で
制
作
さ
れ
た
折

鶴
や
寄
せ
書
き
が
広
島
に
届
け
ら
れ
、

平
和
記
念
公
園
内
の
原
爆
の
子
の
像
に

捧さ
さ

げ
ら
れ
ま
し
た
。
ヒ
ロ
シ
マ
の
思
い

を
受
け
取
り
ま
し
た
と
い
う
モ
ン
ゴ
ル

の
人
々
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
。

　

青
年
海
外
協
力
隊
員
に
よ
る
原
爆

展
は
、
こ
れ
ま
で
六
十
七
か
国
で

百
六
十
五
回
以
上
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
隊
員
に
よ
っ
て
世
界
各
地
に
伝
え

ら
れ
る
ヒ
ロ
シ
マ
の
思
い
は
、
現
地
で

さ
ら
に
人
か
ら
人
へ
と
語
り
継
が
れ
て

い
き
ま
す
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
サ
ロ
ン「
ベ
リ
ー

ズ
っ
て
ど
ん
な
国
？
～

青
年
海
外
協
力
隊
が

語
る
派
遣
国
の
魅
力
」

禎
子
さ
ん
の
思
い
を
歌
う
国

モ
ン
ゴ
ル
で
語
り
継
が

れ
る
ヒ
ロ
シ
マ
の
物
語

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）

国
際
協
力
推
進
員　
橋は

し
も
と本 

優ゆ
う
か香

再生紙を使用しています

生
活・
文
化
情
報
誌　

「H
IR

O
 C

LU
B

 
N

EW
S

」
英
語
版

　

生
活
・
文
化
情
報
誌「HIRO�CLUB�

NEW
S

」
英
語
版
に
は
、
広
島
市
の
広

報
紙「
広
報
ひ
ろ
し
ま�

市
民
と
市
政
」

の
記
事
の
抜
粋
や
最
新
の
イ
ベ
ン
ト

情
報
な
ど
、
広
島
の
今
が
分
か
る
情

報
が
た
く
さ
ん
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

英
語
版
の
ほ
か
、
中
国
語
・
ポ
ル
ト

ガ
ル
語
・
ス
ペ
イ
ン
語
版
が
あ
り
、
英

語
版
に
掲
載
の
情
報
の
一
部
を
抜
粋

し
翻
訳
し
た
記
事
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。

　

毎
月
一
回
（
十
二
月
と
一
月
は
合

併
号
）、
月
初
め
に
発
行
し
、
国
際

会
議
場
一
階
の
国
際
交
流
ラ
ウ
ン

ジ
な
ど
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た

国
際
交
流
・
協
力
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。（http://

w
w
w
.pcf.city.hiroshim

a.jp/ircd/
hiroclubnews/

）

　

な
お
、「
市
民
と
市
政
」
の
抜
粋
記

事
の
英
語
版「City�Offi

ce�Notices

」

は
、
毎
月
中
旬
に
も
発
行
し
て
い
ま

す
。

�

（
国
際
交
流
・
協
力
課
） ベリーズの魅力をわかりやすく紹介していただきました。

山本さんの被爆証言を聞くモンゴルの人たち


